
期

日

二
〇
二
四
年
十
月
十
二
日（
土
）・
十
三
日（
日
）

会

場

二
松
学
舎
大
学

九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

日
本
中
国
学
会

第
七
十
六
回
大
会
要
項

日
本
中
国
学
会



大会参加費等のお支払いについて
今年度の大会および懇親会参加費は、郵便振替票による納入ではなく、

原則としてオンライン決済のみで行います。

１．大会参加費のお支払い方法

下記URLのリンク先より、９月２７日（金）までにお支払い下さい。締め

切り以降にお振り込み頂いた場合、対応できないことがございますので、ご注

意ください。

大会参加費は一律２，０００円です。なお、司会者・報告者におかれまして

も大会参加費が必要です。また、当日のお弁当につきましてもこちらからお申

し込みください。領収書につきましては、システム上での発行に代えさせ

て頂き、原則として会場では発行いたしません。

【大会参加費お支払いURL】

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/66bec035bf35e82738d900f8

2．懇親会参加費のお支払い方法

懇親会費は、下記URLのリンク先よりお支払いください（大会参加とは別のＱ

Ｒコードです）。こちらも９月２７日（金）までにお手続きをお済ませくださ

い。

一般：７,０００円

学生：６,０００円

【懇親会参加費お支払いURL】

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/66bec112bf35e827395646d2

【大会準備会問い合せ先】 japansinology76@gmail.com



拝
啓時

下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
る
十
月
十
二
日
（土
）及
び
十
三
日
（日
）の
両
日
で
、
日
本
中
国
学
会
第
七
十
六
回
大
会
を
二
松
学
舎
大
学
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り

合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
参
加
の
方
は
、
右
記
の
案
内
よ
り
、
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
七
日
（金
）ま
で
に
、
参
加
費
等
を
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
政
の
事
情
の
よ
り
、
大
会

準
備
会
の
口
座
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
は
前
ペ
ー
ジ
の
お
支
払
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
リ
ン
ク
先
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
に
よ
る
お
手
続

き
と
な
り
ま
す
。
例
年
と
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
大
会
は
、
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
外
は
全
て
対
面
で
行
い
ま
す
。
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
公
開
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

敬
具

二
〇
二
四
年
八
月
二
十
日

日

本

中

国

学

会

理

事

長

大

木

康

第
七
十
六
回
大
会
準
備
会
代
表

牧

角

悦

子

会

員

各

位
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日 時 行 事 会 場
11日 13:00 理事会 1103会議室

（金） 15:00 評議員会・次期評議員会 1103会議室
9:00 受付開始 地下１階

9:30 開会式 第一会場 201教室
研究発表

10:00 Ⅰ．哲学・思想部会 第一会場 201教室
～ Ⅱ．文学・語学部会 第二会場 202教室

12:00 Ⅲ．日本漢学部会 第三会場 401教室
Ⅳ．歴史部会 第四会場 403教室

昼休憩
12日 理事・各種委員会委員懇談会 13階ラウンジ

（土） 研究発表
13:00 Ⅰ．哲学・思想部会 第一会場 201教室
～ Ⅱ．文学・語学部会 第二会場 202教室

14:00 Ⅲ．日本漢学部会 第三会場 401教室
Ⅳ．歴史部会 第四会場 403教室

14:20

～ 特別シンポジウム 中洲記念講堂
17:00

17:00 総会 中洲記念講堂
18:00 懇親会 13階ラウンジ

9:30 受付開始 地下１階

研究発表
10:00 Ⅰ．哲学・思想部会 第一会場 201教室
～ Ⅱ．文学・語学部会（Ａ） 第二会場 202教室

12:00 Ⅲ．日本漢学部会 第三会場 401教室
Ⅱ．文学・語学部会（Ｂ） 第四会場 403教室

昼休憩
13日 研究発表

（日） 13:00 Ⅰ．哲学・思想部会 第一会場 201教室
～ Ⅱ．文学・語学部会（Ａ） 第二会場 202教室

14:00 Ⅲ．日本漢学部会 第三会場 401教室
Ⅱ．文学・語学部会（Ｂ） 第四会場 403教室

14:00 書評シンポジウムⅠ 第一会場 201教室
～ 書評シンポジウムⅡ 第二会場 202教室

16:00 次世代シンポジウム 第三会場 401教室
16:10 閉会式 第一会場 201教室

◆特別シンポジウムのオンライン視聴URLについては、学会HPにてご案内する予

定です。
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日本中国学会第七十六回大会
2024年10月12日（土）・13日（日）



◆大会本部
402教室（学会事務局）

◆休憩室
13階ラウンジ
地下１階食堂（13日のみ）

◆子供用休憩室（保護者同伴）
13階来賓室

◆当日受付／クローク
受 付 地下１階
クローク 地下２階
※12日（土）の荷物預かりは、午後６時で終了致します。総会の後
にお引き取りをお願い致します。

◆書店・出版社展示 地下２階 中洲記念講堂周辺

二松学舎大学
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第
一
会
場
（
二
〇
一
教
室
）

第
二
会
場
（
二
〇
二
教
室
）

第
三
会
場
（
四
〇
一
教
室
）

第
四
会
場
（
四
〇
三
教
室
）

哲
学
・
思
想
部
会

文
学
・
語
学
部
会

日
本
漢
学
部
会

歴
史
部
会

:
-
:

【
開

会

式
】

第
一
会
場
（
二
〇
一
教
室
）

9
30
9
50

:
-
:

程

雪
茹

(
)

李

宇

(
)

太
田

亨

(
)

趙

珊

(
)

10
00
10
30

24

36

46

55

:
-
:

長
谷
川
隆
一

(
)

仲
村
康
太
郎

(
)

武

清
陽

(
)

何

松
延

(
)

10
30
11
00

25

37

47

56

:
-
:

路

勝
楠

(
)

榊
原

慎
二

(
)

瀧

康
秀

(
)

三
木

啓
介

(
)

）
11
00
11
30

26

38

48

57

土

:
-
:

有
永

真
瑞

(
)

楊

春
雨

(
)

于

昊
甬

(
)

顧

嘉
晨

(
)

11
30
12
00

27

39

49

58

:
-
:

昼

休

憩

（
12
00
13
00

日

:
-
:

名
越

健
人

(
)

和
泉
ひ
と
み

(
)

蒋

薫
誼

(
)

渡
邉

義
浩

(
)

13
00
13
30

28

40

50

59

２

:
-
:

梶
田

祥
嗣

(
)

李

恒

(
)

堀
尾

裕
真

(
)

小
島

毅

(
)

13
30
14
00

29

41

51

60

１

:
-
:

【
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

中
洲
記
念
講
堂
（

）

14
20
17
00

18

納
冨

信
留
・
江
藤

裕
之
・
小
島

毅

牧
角

悦
子
・
橋
本

秀
美

:
-

【
総

会
】

中
洲
記
念
講
堂

17
00:

-

【
懇

親

会
】

階
ラ
ウ
ン
ジ

18
00

13

※
氏
名
欄
の
（
）
は
発
表
要
旨
掲
載
頁
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第
一
会
場
（
二
〇
一
教
室
）

第
二
会
場
（
二
〇
二
教
室
）

第
三
会
場
（
四
〇
一
教
室
）

第
四
会
場
（
四
〇
三
教
室
）

哲
学
・
思
想
部
会

文
学
・
語
学
部
会
（
Ａ
）

日
本
漢
学
部
会

文
学
・
語
学
部
会
（
Ｂ
）

:
-
:

大
森

幹
太

(
)

李

乃
琦

(
)

10
00
10
30

30

61

:
-
:

費

康
幸

(
)

孫

楊
洋

(
)

10
30
11
00

31

62

:
-
:

井
澤

耕
一

(
)

野
村

鮎
子

(
)

閻

瑜

(
)

）
11
00
11
30

32

42

63

日

:
-
:

劉

心
奕

(
)

表
野

和
江

(
)

湯

青
妹

(
)

孫

楚
珮

(
)

11
30
12
00

33

43

52

64

:
-
:

昼

休

憩

（
12
00
13
00

日

:
-
:

丁

欽
馨

(
)

髙
崎

駿
士

(
)

謝

文
君

(
)

胡

勝

(
)

13
00
13
30

34

44

53

65

３

:
-
:

蘇

文
博

(
)

神
谷
ま
り
子

(
)

王

書
凝

(
)

呉

修
喆

(
)

13
30
14
00

35

45

54

66

１

:
-
:

14
00
16
00

:
-

【
閉

会

式
】

第
一
会
場
（
二
〇
一
教
室
）

16
10

書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
（

）
19

○
三
浦
秀
一
・
松
野
敏
之

新
田
元
規
・
梅
村
尚
樹

佐
野
大
介

書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
（

）
20

○
佐
野
誠
子
・
加
納
留
美
子

小
笠
原
淳
・
陳
佑
真

原
田
愛

次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

）
22

○
町
泉
寿
郎
・
川
邉
雄
大

佐
川
繭
子
・
武
田
祐
樹

辻
井
義
輝
・
杜
軼
文

◆
諸
会
費

・
大
会
参
加
費

２
，
０
０
０
円

・
懇
親
会
参
加
費

７
，
０
０
０
円
（
学
生
６
，
０
０
０
円
）

・
昼
食
弁
当
代

１
，
０
０
０
円
（
一
食
）

―5―

研究発表等の会場・

◆
ご
案
内

・
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・

日
（
土
）
の
み
地
下
一
階
食
堂
が
営
業
予
定
で
す
。
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
は
コ
ン
ビ
ニ
等
が
ご
ざ
い
ま
す
。

12
・
１
日
目
昼
休
憩
時
、
理
事
・
各
種
委
員
会
委
員
懇
談
会
の
出
席
者
に
は
昼
食
弁
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
頂
く
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

・

日
（
日
）
は
学
食
や
近
隣
の
飲
食
店
の
多
く
が
お
休
み
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
昼
食
を
ご
持
参
頂
く
か
お
弁
当
を
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

13
・
託
児
に
関
し
て
は
巻
末
の
案
内
を
御
覧
下
さ
い
。



日
本
中
国
学
会
第
七
十
六
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅰ

哲
学
・
思
想
部
会
（
第
一
会
場

二
〇
一
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前

Ⅰ
―
１

孔
子
新
制
と
先
王
の
礼
―
―
何
休
と
鄭
玄
の
「『
春
秋
』
制
」
に
対
す
る
議
論
に
つ
い
て
（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

程

雪
茹
（
東
京
大
学
大
学
院
）

司
会

佐
川

繭
子
（
國
學
院
大
學
）

Ⅰ
―
２

范
曄
『
後
漢
書
』
王
符
伝
引
『
潜
夫
論
』
の
筆
削
か
ら
見
る
普
遍
性
へ
の
希
求
（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

長
谷
川

隆
一
（
早
稲
田
大
学
）

司
会

古
勝

隆
一
（
京
都
大
学
）

Ⅰ
―
３

元
弘
相
伝
本
『
五
行
大
義
』
本
文
引
『
淮
南
子
』
考
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

路

勝
楠
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

司
会

内
山

直
樹
（
千
葉
大
学
）

Ⅰ
―
４
『
管
子
注
』
の
作
者
と
伝
承
状
況
に
つ
い
て

―
―
杜
佑
『
通
典
』
の
記
述
を
手
が
か
り
に
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

有
永

真
瑞
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
）

司
会

内
山

直
樹
（
千
葉
大
学
）
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十
月
十
二
日
（
土
）
午
後

Ⅰ
―
５

元
行
沖
の
学
術
に
つ
い
て
―
―
「
釈
疑
」
を
端
緒
と
し
て
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

名
越

健
人
（
國
學
院
大
學
大
学
院
）

司
会

橋
本

秀
美
（
二
松
学
舎
大
学
）

Ⅰ
―
６

王
安
石
性
説
再
考
―
―
「
不
顕
」
を
め
ぐ
る
思
想
を
端
緒
と
し
て
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

梶
田

祥
嗣
（
流
通
経
済
大
学
）

司
会

田
中

正
樹
（
二
松
学
舎
大
学
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
前

Ⅰ
―
７

胡
瑗
の
思
想
―
―
『
中
庸
義
』
の
検
討
を
中
心
と
し
て
（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

大
森

幹
太
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
）

司
会

福
谷

彬
（
京
都
大
学
）

Ⅰ
―
８

正
徳
前
半
期
に
お
け
る
王
陽
明
と
そ
の
対
話
者
達
―
―
心
即
理
か
ら
致
良
知
へ
の
道
程
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

費

康
幸
（
東
北
大
学
大
学
院
）

司
会

鶴
成

久
章
（
福
岡
教
育
大
学
）

Ⅰ
―
９

王
安
石
『
詩
義
』
再
考
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

井
澤

耕
一
（
茨
城
大
学
）

司
会

種
村

和
史
（
慶
應
義
塾
大
学
）
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Ⅰ
―

江
右
陽
明
学
者
と
「
石
屋
山
人
」
彭
簪
（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

10

劉

心
奕
（
東
洋
大
学
大
学
院
満
期
退
学
）

司
会

三
浦

秀
一
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
後

Ⅰ
―

万
暦
期
の
知
識
人
と
仏
道
両
教
―
―
屠
隆
の
前
半
生
（
一
五
四
三
〜
一
五
八
七
）
を
め
ぐ
っ
て
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

11

丁

欽
馨
（
東
北
大
学
大
学
院
）

司
会

早
坂

俊
廣
（
信
州
大
学
）

Ⅰ
―

黄
遵
憲
の
歴
史
観
に
お
け
る
「
変
易
」
と
「
進
歩
」
―
―
「
勢
」
の
思
想
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

12

蘇

文
博
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
）

司
会

高
柳

信
夫
（
学
習
院
大
学
）

書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
松
野
敏
之
著
『
朱
熹
『
小
学
』
研
究
』（
十
四
時
〜
十
六
時
）

○
三
浦

秀
一
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

松
野

敏
之
（
国
士
舘
大
学
）

新
田

元
規
（
徳
島
大
学
）

梅
村

尚
樹
（
北
海
道
大
学
）

佐
野

大
介
（
名
古
屋
大
学
）
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Ⅱ

文
学
・
語
学
部
会
（
第
二
会
場

二
〇
二
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前

Ⅱ
―
１
「
清
」
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
空
間
と
そ
の
奥
底
―
―
「
上
巳
」
の
詩
を
軸
と
し
て
（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

李

宇
（
雲
南
大
学
）

司
会

齋
藤

希
史
（
東
京
大
学
）

Ⅱ
―
２

袁
昂
「
古
今
書
評
」
の
方
法
（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

仲
村

康
太
郎
（
京
都
大
学
大
学
院
）

司
会

齋
藤

希
史
（
東
京
大
学
）

Ⅱ
―
３

両
漢
時
代
の
紀
行
賦
に
み
ら
れ
る
構
造
変
化
―
―
故
事
と
風
物
の
関
係
を
中
心
に
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

榊
原

慎
二
（
東
北
大
学
大
学
院
）

司
会

谷
口

洋
（
東
京
大
学
）

Ⅱ
―
４
「
洛
陽
紙
貴
」
考
―
―
史
書
の
編
纂
に
お
け
る
修
辞
性
に
つ
い
て
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

楊

春
雨
（
広
島
大
学
大
学
院
）

司
会

谷
口

洋
（
東
京
大
学
）
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十
月
十
二
日
（
土
）
午
後

Ⅱ
―
５

袁
宗
道
の
会
試
及
び
閣
試
の
答
案
に
対
す
る
王
錫
爵
の
評
価
と
公
安
派
の
原
点
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

和
泉

ひ
と
み
（
関
西
大
学
）

司
会

三
浦

秀
一
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

Ⅱ
―
６

貞
元
年
間
に
お
け
る
宮
廷
詩
会
―
―
徳
宗
皇
帝
の
五
言
古
詩
創
作
と
そ
の
意
義
を
中
心
に
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

李

恒
（
神
戸
大
学
大
学
院
）

司
会

大
橋

賢
一
（
北
海
道
教
育
大
学
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
前

Ⅱ
―
７

李
開
先
の
『
悼
亡
同
情
集
』
に
み
る
明
人
亡
妻
哀
悼
の
心
性
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

野
村

鮎
子
（
奈
良
女
子
大
学
）

司
会

大
木

康
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

Ⅱ
―
８

「
清
溪
道
人
」
方
汝
浩
に
つ
い
て
―
―
『
禅
真
逸
史
』
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

表
野

和
江
（
鶴
見
大
学
）

司
会

金

文
京
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
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十
月
十
三
日
（
日
）
午
後

Ⅱ
―
９

隋
唐
『
詩
』
学
の
一
側
面
―
―
劉
迅
「
説
詩
三
千
言
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

髙
崎

駿
士
（
東
北
大
学
大
学
院
）

司
会

牧
角

悦
子
（
二
松
学
舎
大
学
）

Ⅱ
―

張
恨
水
「
平
滬
通
車
」「
蜀
道
難
」
に
お
け
る
女
性
と
移
動
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

10

神
谷

ま
り
子
（
日
本
大
学
）

司
会

池
田

智
恵
（
関
西
大
学
）

書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
加
納
留
美
子
著
『
蘇
軾
詩
論
』（
十
四
時
〜
十
六
時
）

○
佐
野

誠
子
（
名
古
屋
大
学
）

加
納

留
美
子
（
相
模
女
子
大
学
）

小
笠
原

淳
（
熊
本
学
園
大
学
）

陳

佑
真
（
都
留
文
科
大
学
）

原
田

愛
（
金
沢
大
学
）



―12―

Ⅲ

日
本
漢
学
部
会
（
第
三
会
場

四
〇
一
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前

Ⅲ
―
１

義
堂
周
信
と
偈
頌
の
総
集
「
貞
和
集
」
に
つ
い
て
（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

太
田

亨
（
広
島
大
学
）

司
会

堀
川

貴
司
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅲ
―
２
『
江
湖
集
夾
山
鈔
』
所
引
の
江
西
龍
派
「
続
翠
抄
」
に
お
け
る
「
句
面
」
と
「
句
中
」（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

武

清
陽
（
京
都
大
学
大
学
院
）

司
会

堀
川

貴
司
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅲ
―
３
『
四
河
入
海
』
に
お
け
る
林
希
逸
『
鬳
斎
口
義
』
の
受
容
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

瀧

康
秀
（
清
泉
女
学
院
高
等
学
校
）

司
会

水
上

雅
晴
（
中
央
大
学
）

Ⅲ
―
４

伊
藤
仁
斎
『
春
秋
』
観
の
再
考
察

―
―
『
春
秋
経
伝
通
解
』
に
お
け
る
中
国
『
春
秋
』
説
の
受
容
を
手
が
か
り
に
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

于

昊
甬
（
東
京
大
学
大
学
院
）

司
会

水
上

雅
晴
（
中
央
大
学
）
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十
月
十
二
日
（
土
）
午
後

Ⅲ
―
５

清
儒
呉
英
の
徂
徠
学
受
容
―
―
『
論
語
』
の
「
舜
禹
之
有
天
下
」
章
を
中
心
に
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

蒋

薫
誼
（
東
京
大
学
）

司
会

吾
妻

重
二
（
関
西
大
学
）

Ⅲ
―
６
「
徂
徠
山
人
外
集
」
と
そ
の
漢
籍
版
本
に
つ
い
て
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

堀
尾

裕
真
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

司
会

吾
妻

重
二
（
関
西
大
学
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
前

Ⅲ
―
７

山
本
北
山
の
『
尚
書
』
学
―
―
『
古
文
尚
書
勤
王
師
』
を
中
心
に
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

湯

青
妹
（
九
州
大
学
大
学
院
）

司
会

橋
本

秀
美
（
二
松
学
舎
大
学
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
後

Ⅲ
―
８

江
戸
時
代
に
お
け
る
蘇
軾
の
史
論
の
争
い
―
―
漢
文
伝
播
の
二
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
考
察（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

謝

文
君
（
北
京
大
学
中
国
古
文
献
研
究
中
心
）

司
会

合
山

林
太
郎
（
慶
應
義
塾
大
学
）
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Ⅲ
―
９

日
本
近
代
の
塡
詞
作
品
に
み
え
る
「
稼
軒
体
」
に
つ
い
て
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

王

書
凝
（
関
西
大
学
大
学
院
）

司
会

合
山

林
太
郎
（
慶
應
義
塾
大
学
）

次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
十
四
時
〜
十
六
時
）

近
代
日
本
に
お
け
る
漢
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題

○
町

泉
寿
郎
（
二
松
学
舎
大
学
）

川
邉

雄
大
（
日
本
文
化
大
学
）

佐
川

繭
子
（
國
學
院
大
學
）

武
田

祐
樹
（
二
松
学
舎
大
学
）

辻
井

義
輝
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
）

杜

軼
文
（
横
浜
市
立
大
学
）

Ⅳ

歴
史
部
会
（
第
四
会
場

四
〇
三
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前

歴
史
部
会

Ⅳ
―
１

望
山
卜
筮
祭
祷
簡
の
祭
祀
体
系
―
―
包
山
卜
筮
祭
祷
簡
と
比
較
し
て
（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

趙

珊
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

司
会

名
和

敏
光
（
山
梨
県
立
大
学
）
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Ⅳ
―
２

随
州
孔
家
坡
漢
簡
『
日
書
』
に
お
け
る
数
術
家
的
特
徴
に
つ
い
て
（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

何

松
延
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

司
会

名
和

敏
光
（
山
梨
県
立
大
学
）

Ⅳ
―
３
「
若
魂
気
則
無
不
之
也
」
再
考
―
―
故
事
受
容
の
一
例
と
し
て
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

三
木

啓
介
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
修
了
）

司
会

池
田

恭
哉
（
京
都
大
学
）

Ⅳ
―
４

明
末
清
初
に
語
ら
れ
た
宋
の
遺
民
―
―
『
宋
遺
民
広
録
』
の
再
発
見
と
研
究
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

顧

嘉
晨
（
東
京
大
学
大
学
院
）

司
会

早
坂

俊
廣
（
信
州
大
学
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
後

Ⅳ
―
５

劉
宋
の
貴
族
制
と
五
等
爵
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

渡
邉

義
浩
（
早
稲
田
大
学
）

司
会

牧
角

悦
子
（
二
松
学
舎
大
学
）

Ⅳ
―
６
「
世
界
人
権
宣
言
」
に
お
け
る
良
知
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）小

島

毅
（
東
京
大
学
）

司
会

伊
東

貴
之
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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Ⅱ

文
学
・
語
学
部
会
（
Ｂ
）（
第
四
会
場

四
〇
三
教
室
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
前

Ⅱ
―

『
一
切
経
音
義
』
に
お
け
る
「
通
語
」（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

11

李

乃
琦
（
名
古
屋
大
学
）

司
会

竹
越

孝
（
神
戸
市
外
国
語
大
学
）

Ⅱ
―

江
戸
時
代
に
お
け
る
『
日
本
風
土
記
』
の
伝
写
と
解
読
―
―
日
本
語
語
彙
の
漢
語
音
訳
を
中
心
に
（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

12

孫

楊
洋
（
京
都
大
学
大
学
院
）

司
会

竹
越

孝
（
神
戸
市
外
国
語
大
学
）

Ⅱ
―

田
漢
の
創
作
理
念
の
形
成
に
お
け
る
大
正
文
壇
か
ら
の
影
響
―
―
「
霊
光
」
を
中
心
に
（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

13

閻

瑜
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

司
会

田
村

容
子
（
北
海
道
大
学
）

Ⅱ
―

逸
脱
へ
の
憧
憬
―
―
『
臥
虎
蔵
龍
』
に
み
え
る
俠
女
の
抵
抗
（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

14

孫

楚
珮
（
神
戸
大
学
大
学
院
）

司
会

星
野

幸
代
（
名
古
屋
大
学
）
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十
月
十
三
日
（
日
）
午
後

Ⅱ
―

１
９
３
８
年
武
漢
文
壇
「
旧
形
式
利
用
」
論
争
か
ら
見
る
日
中
左
翼
文
学
交
流
（
十
三
時
〜
十
三
時
三
十
分
）

15

胡

勝
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

司
会

鈴
木

将
久
（
東
京
大
学
）

Ⅱ
―

近
代
日
本
知
識
人
の
燈
謎
へ
の
ま
な
ざ
し
―
―
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
に
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

16

呉

修
喆
（
九
州
大
学
）

司
会

鈴
木

将
久
（
東
京
大
学
）

Ⅴ

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
中
洲
記
念
講
堂
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
後

（
十
四
時
二
十
分
〜
十
七
時
）

「
古
典
学
の
方
法
論
」

趣

旨

説

明

牧
角

悦
子
（
二
松
学
舎
大
学
）

講

師

納
富

信
留
（
東
京
大
学
）

講

師

江
藤

裕
之
（
東
北
大
学
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

小
島

毅
（
東
京
大
学
）

司

会

橋
本

秀
美
（
二
松
学
舎
大
学
）



要
旨

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
典
学
の
方
法
論
」

人
文
学
が
学
術
の
中
心
だ
と
い
う
認
識
が
揺
ら
い
で
い
る
。利
益
追
求
や
成
果
主
義
が
学
術
界
に
も
浸
潤
し
て
き
て
久
し
い
。公
的
な
補
助
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
、即

席
の
目
に
見
え
る
効
果
を
求
め
続
け
る
こ
と
、目
に
見
え
な
い
真
理
へ
の
憧
憬
を
軽
ん
じ
る
こ
と
、そ
こ
か
ら
は
自
立
し
た
学
問
や
文
芸
は
育
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
危
惧
に
駆
ら
れ
る
。

古
典
は
、
し
か
し
そ
れ
で
も
残
り
続
け
、
読
み
継
が
れ
、
学
術
の
対
象
と
な
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
古
典
の
古
典
た
る
所
以
は
、
目
先
の
価
値
と
は
異
次
元
の
も
の
だ
か
ら

だ
。
そ
し
て
同
時
に
、
だ
か
ら
こ
そ
古
典
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
人
文
学
の
質
に
つ
な
が
る
。
安
易
な
方
法
論
か
ら
は
安
易
な
結
論
し
か
生
ま
れ
な
い
。

中
国
学
は
、
古
典
に
お
い
て
大
き
な
資
源
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
古
典
学
の
成
熟
に
は
時
間
が
か
か
る
。
目
に
見
え
る
効
果
を
求
め
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

研
究
者
人
口
も
激
減
し
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
中
国
学
と
は
異
な
る
分
野
で
、
古
典
学
を
独
自
の
方
法
論
で
確
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
お
二
人
の
講
師
を
お
呼
び
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
典

学
の
方
法
論
と
視
点
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
専
門
と
す
る
言
語
や
領
域
を
異
に
し
て
も
、
古
典
学
に
向
き
合
う
と
い
う
意
味
で
は
同
質
の
困

難
あ
る
い
は
魅
惑
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
利
慾
紛
擾
の
世
の
中
で
、
人
文
学
が
生
き
て
残
る
た
め
に
、
古
典
学
へ
の
よ
り
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
共
に
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト
・
演
題

趣

旨

説

明

牧
角
悦
子
（
二
松
学
舎
大
学
）

講

演

Ⅰ

納
富
信
留
（
東
京
大
学
）

「
西
洋
古
典
文
献
学
と
は
何
か
？

理
念
・
実
践
と
諸
問
題
」

講

演

Ⅱ

江
藤
裕
之
（
東
北
大
学
）

「
こ
と
ば
・
人
間
・
文
化
の
学
の
東
西
比
較
―
国
学
と
文
献
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
―
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

小
島

毅
（
東
京
大
学
）

司

会

橋
本
秀
美
（
二
松
学
舎
大
学
）
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書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パ
ネ
ル
Ⅰ
・
松
野
敏
之
著
『
朱
熹
『
小
学
』
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年
九
月
刊
行
、
三
二
五
頁
）

『
小
学
』
は
、
近
世
東
ア
ジ
ア
地
域
で
広
く
読
ま
れ
た
書
で
あ
っ
た
が
、
近
代
以
降
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
。
そ
の
原
因
は
主
に
二
つ
。
朱
熹
が
編
纂
者
で

は
な
い
と
い
う
見
解
が
一
般
化
し
た
こ
と
と
、
内
容
が
経
書
等
か
ら
の
引
用
に
過
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
。

〔
第
一
章
〕
朱
熹
と
劉
清
之
の
書
簡
を
再
検
討
し
、
現
行
本
『
小
学
』
は
朱
熹
の
編
纂
書
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
そ
の
過
程
で
、
朱
熹
と
劉
清
之
に
は
編
纂
の
傾
向
に
違

い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。
原
典
そ
の
ま
ま
に
引
用
す
る
劉
清
之
に
対
し
、
朱
熹
は
経
書
で
あ
っ
て
も
修
訂
を
加
え
て
い
た
。

〔
第
二
章
〕
朱
熹
の
編
纂
傾
向
を
ふ
ま
え
、『
小
学
』
の
文
章
と
原
典
を
す
べ
て
調
査
す
る
と
、
多
く
の
文
章
に
修
訂
の
跡
が
確
認
で
き
た
。
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
た
古

礼
や
小
学
と
し
て
学
ぶ
に
は
不
適
切
な
話
な
ど
が
刪
去
さ
れ
て
い
た
。

〔
第
三
章
〕『
小
学
』
に
は
朱
熹
の
思
想
が
反
映
さ
れ
、
日
常
的
な
孝
の
話
が
多
い
。
中
に
は
従
来
の
小
学
教
育
の
書
で
は
採
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
「
父
母
へ
の
諫
め
」

と
い
う
話
題
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
言
葉
遣
い
や
表
情
・
態
度
に
気
を
遣
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。

〔
第
四
章
〕
朝
廷
が
旌
表
す
る
孝
と
『
小
学
』
の
孝
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
。
割
股
の
よ
う
な
極
端
な
孝
行
為
や
漢
唐
で
語
ら
れ
た
孝
感
譚
な
ど
を
朱
熹
は
教
え
と
す
る
つ

も
り
は
な
く
、『
小
学
』
に
も
収
め
て
い
な
い
。『
小
学
』
で
は
「
孝
」
が
日
常
道
徳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

〔
第
五
章
〕「
敬
」
は
朱
熹
が
提
唱
し
た
重
要
な
学
問
論
で
あ
る
。『
小
学
』
は
「
敬
」
の
具
体
的
な
方
法
を
示
す
と
共
に
、
経
書
に
見
え
る
聖
賢
の
教
え
と
「
敬
」
を
結
び

つ
け
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

〔
第
六
章
〕
朱
熹
没
後
、
南
宋
か
ら
清
末
に
至
る
ま
で
の
『
小
学
』
の
受
容
を
概
観
。
特
に
明
中
後
期
か
ら
清
初
に
か
け
て
、『
小
学
』
は
科
挙
と
の
関
連
か
ら
廃
れ
て
い

た
。

〔
終
章
〕
朱
熹
が
生
涯
に
わ
た
り
様
々
な
小
学
教
育
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
整
理
。『
小
学
』
は
朱
熹
の
小
学
教
育
に
お
け
る
集
大
成
と
な
る
。

以
上
の
通
り
、『
小
学
』
は
朱
熹
の
意
図
に
基
づ
き
、
入
念
な
配
慮
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
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目
次序

章
／
第
一
章

朱
熹
小
学
書
と
劉
清
之
小
学
書
／
第
二
章

『
小
学
』
編
纂
／
第
三
章

『
小
学
』
に
お
け
る
孝

第
四
章

孝
行
譚
の
選
択
／
第
五
章

敬
身
篇
の
編
纂
／
第
六
章

元
明
清
時
代
の
『
小
学
』
／
終
章

朱
熹
と
小
学
教
育

パ
ネ
リ
ス
ト評者

：
梅
村

尚
樹
（
北
海
道
大
学
。
科
挙
・
学
校
か
ら
み
る
宋
代
士
大
夫
社
会
と
思
想
）

佐
野

大
介
（
名
古
屋
大
学
。
日
中
に
お
け
る
孝
思
想
及
び
孝
子
顕
彰
）

新
田

元
規
（
徳
島
大
学
。
中
国
明
清
代
の
経
学
史
。
明
清
交
替
期
の
礼
学
を
中
心
と
す
る
）

著
者
：
松
野

敏
之
（
国
士
舘
大
学
）

司
会
：
三
浦

秀
一
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

パ
ネ
ル
Ⅱ
・
加
納
留
美
子
著
『
蘇
軾
詩
論
』（
研
文
出
版
、
二
〇
二
二
年
十
月
、
三
四
〇
頁
）

本
書
は
、
北
宋
の
蘇
軾
（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
の
詩
文
に
み
ら
れ
る
独
自
の
反
復
性
に
着
目
し
、
そ
の
創
作
意
図
を
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

蘇
軾
は
官
途
に
あ
っ
て
、
㈠
政
治
的
対
立
に
直
面
し
、
㈡
政
争
を
避
け
て
地
方
官
を
歴
任
し
、
㈢
罪
臣
と
し
て
左
遷
さ
れ
、
㈣
名
誉
回
復
を
果
た
す
と
い
う
展
開
を
二
度

経
験
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
経
歴
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
蘇
軾
の
詩
文
に
は
過
去
に
詠
ん
だ
自
作
の
表
現
や
着
想
、
構
成
を
踏
襲
し
て
新
た
に
作
成
す
る
と
い

う
手
法
が
度
々
確
認
さ
れ
る
。
本
書
で
は
こ
の
手
法
を
蘇
軾
の
「
自
作
参
照
」
と
称
し
、
後
半
生
の
詩
を
中
心
に
、
六
章
に
亘
っ
て
論
じ
た
。

序
章
に
て
蘇
軾
作
品
の
「
自
作
参
照
」
の
概
要
と
分
類
を
行
い
、
第
一
章
で
「
自
作
参
照
」
の
起
点
と
な
っ
た
徐
州
知
事
時
代
に
着
目
し
、「
吾
生
如
寄
耳
」
等
を
例
に
、

現
地
で
の
経
験
が
後
半
生
の
創
作
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
。
第
二
章
か
ら
第
五
章
で
は
、
個
別
に
主
題
を
設
定
し
、「
自
作
参
照
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
作
品
群

を
検
討
し
た
。
そ
こ
に
は
、
弟
蘇
轍
と
唱
和
し
た
「
夜
雨
対
牀
」
詩
や
左
遷
先
の
梅
花
に
寄
せ
た
詠
梅
詩
、
嶺
南
の
山
を
称
揚
し
た
羅
浮
山
詩
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
第

六
章
で
は
、「
自
作
参
照
」
が
殆
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
海
南
時
代
の
作
品
に
注
目
し
、「
欠
月
」
と
い
う
詩
語
に
象
徴
さ
れ
る
詩
人
と
し
て
の
新
た
な
境
地
を
指
摘
し
た
。
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蘇
軾
に
と
っ
て
「
自
作
参
照
」
と
は
、
博
覧
強
記
を
誇
る
手
段
で
は
な
く
、
浮
沈
激
し
い
官
僚
人
生
の
中
で
編
み
出
さ
れ
た
一
種
の
戦
略
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
過
去

の
相
似
た
状
況
下
で
作
ら
れ
た
自
作
を
引
用
し
つ
つ
、
現
在
の
困
難
な
状
況
を
肯
定
的
に
描
き
、
も
っ
て
今
後
の
好
転
を
期
待
す
る
と
い
う
言
祝
ぎ
の
役
割
が
期
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト評

者
：
小
笠
原

淳
（
熊
本
学
園
大
学
）

陳

佑
真
（
都
留
文
科
大
学
）

原
田

愛
（
金
沢
大
学
）

著
者
：
加
納
留
美
子
（
相
模
女
子
大
学
）

司
会
：
佐
野

誠
子
（
名
古
屋
大
学
）
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次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

近
代
日
本
に
お
け
る
漢
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題

司

会
：
町

泉
寿
郎
（
二
松
学
舎
大
学
）

報
告
者
：
杜

軼
文
（
横
浜
市
立
大
学
）

武
田

祐
樹
（
二
松
学
舎
大
学
）

佐
川

繭
子
（
國
學
院
大
學
）

辻
井

義
輝
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
）

川
邉

雄
大
（
日
本
文
化
大
学
）

日
本
漢
学
は
今
世
紀
に
入
っ
て
そ
の
研
究
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
分
野
で
あ
る
。本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
近
代
以
降
に
注
目
し
、五
人
の

報
告
者
に
よ
っ
て
、「
文
学
史
」
や
漢
学
と
史
学
の
関
係
な
ど
学
術
概
念
に
関
す
る
問
題
、
漢
文
訓
読
や
漢
文
教
育
に
関
す
る
問
題
、
地
方
漢
詩
人
の
漢
詩
や
宮
内
省
御
用

掛
に
よ
る
誄
・
墓
誌
な
ど
漢
詩
文
創
作
の
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
、近
代
漢
学
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
検
討
す
る
機
会
と
し
た
い
。各
演
者
の
報
告

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

漢
学
と
明
治
知
識
人
の
「
文
学
」「
文
学
史
」
概
念
の
受
容
に
つ
い
て

杜

軼
文（
横
浜
市
立
大
学
）

近
年
、「
文
学
」
を
は
じ
め
「
文
学
史
」
な
ど
近
代
の
学
術
概
念
に
対
す
る
再
評
価
が
文
学
研
究
の
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
文
化
交
渉
」
を
視
座
と
し
、

明
治
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
中
国
文
学
史
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
従
来
の
学
問
で
あ
る
漢
学
の
学
識
を
身
に
つ
け
た
明
治
知
識
人
に
お
け
る
「
文
学
」「
文
学
史
」
と
い
う
近

代
的
学
術
概
念
に
対
す
る
受
容
の
軌
跡
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

川
田
甕
江
と
歴
史
学
―
玉
島
図
書
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
―

武
田

祐
樹（
二
松
学
舎
大
学
）

倉
敷
市
立
玉
島
図
書
館
甕
江
文
庫
に
は
川
田
甕
江
（
一
八
三
〇
〜
一
八
九
六
）
関
係
資
料
が
二
〇
〇
〇
点
ほ
ど
伝
わ
る
が
、
従
来
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
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今
回
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、「
川
田
甕
江
と
歴
史
学
」
と
い
う
史
学
史
上
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
資
料
に
基
づ
く
議
論
の

不
十
分
な
問
題
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
論
じ
た
い
。

明
治
期
に
お
け
る
「
漢
文
教
授
」
を
め
ぐ
っ
て

佐
川

繭
子
（
國
學
院
大
學
）

明
治
末
年
に
発
表
さ
れ
た
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
（
文
部
省
）」（『
官
報
』
第
八
六
三
〇
号
彙
報
）
は
、
現
在
に
至
っ
て
も
漢
文
訓
読
法
の
拠
り
所
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
明
治
期
の
「
漢
文
教
授
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
報
告
で
は
、
訓
読
と
同
時
代
の
書
き
言
葉
と
の
関
係
、
教
授
・
学

習
の
場
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

忘
れ
ら
れ
た
漢
詩
人
千
葉
昌
胤
の
文
学
的
特
質

辻
井

義
輝（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
）

発
表
者
は
、
近
年
、
千
葉
県
に
お
け
る
漢
学
の
普
及
展
開
を
包
括
的
に
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
、
旧
市
原
郡
に
生
ま
れ
、
二
松
学
舎
出
身
で
、
明
治
か
ら
大
正
初

期
に
か
け
て
文
学
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
漢
詩
人
千
葉
昌
胤
（
一
八
六
六
〜
一
九
一
八
）
を
発
見
し
た
。
こ
の
者
は
優
れ
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
の
先
行
研

究
か
ら
全
く
忘
れ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
た
び
は
こ
の
人
物
の
漢
詩
文
の
特
質
を
論
じ
た
い
。

戦
前
・
戦
中
期
の
宮
内
省
御
用
掛
に
つ
い
て
―
誄
お
よ
び
墓
誌
の
撰
文
を
中
心
に
―

川
邉

雄
大（
日
本
文
化
大
学
）

戦
前
・
戦
中
期
に
宮
内
省
御
用
掛
を
つ
と
め
た
漢
学
者
、
西
村
時
彦
（
号
天
囚
、
一
八
六
五
〜
一
九
二
四
）・
吉
田
増
蔵
（
号
学
軒
、
一
八
六
六
〜
一
九
四
一
）・
加
藤
虎

之
亮
（
号
天
淵
、
一
八
七
九
〜
一
九
五
八
）
の
旧
蔵
資
料
等
を
用
い
て
、
誄
・
墓
誌
の
撰
文
の
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
人
の
撰
文
に
対
す
る
考
え
方

に
つ
い
て
考
察
す
る
。



発
表
要
旨

Ⅰ
―
１

孔
子
新
制
と
先
王
の
礼
―
―
何
休
と
鄭
玄
の
「『
春
秋
』
制
」
に
対
す
る
議
論
に
つ
い
て

程

雪
茹（
東
京
大
学
大
学
院
）

漢
代
経
学
史
に
お
け
る
今
古
文
の
対
立
と
今
古
文
学
の
盛
衰
は
、
両
漢
の
学
術
に
関
す
る
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
前
漢
の

劉
歆
と
太
常
博
士
と
の
論
争
を
始
め
と
し
て
、
両
漢
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
四
度
の
今
古
文
論
争
を
通
じ
て
、
官
学
で
あ
っ
た
今
文
学
が
衰
退
し
、
代
わ
り
に

古
文
学
が
台
頭
し
た
。
こ
れ
ら
の
全
て
『
春
秋
』
学
と
関
わ
る
今
古
文
論
争
は
、
何
休
（
一
二
九
〜
一
八
二
）
と
鄭
玄
（
一
二
七
〜
二
○
○
）
の
『
春
秋
左
氏

伝
』『
春
秋
公
羊
伝
』『
春
秋
穀
梁
伝
』
を
め
ぐ
る
批
判
の
応
酬
に
極
ま
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
結
果
は
、『
後
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
何
休
が
自
説
の
欠
点
を
認
識

し
、
ま
た
、
論
争
が
終
わ
っ
た
後
「
古
学
が
遂
に
興
る
」
と
范
曄
は
述
べ
た
。

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
鄭
玄
は
公
羊
学
説
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
公
羊
説
を
墨
守
し
て
左
氏
・
穀
梁
説
を
一
切
認
め
よ
う
と
し

な
い
何
休
の
学
問
態
度
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
春
秋
』
三
『
伝
』
の
相
違
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
何
休
と
鄭
玄
の
解
釈
の
根

本
的
な
違
い
は
何
で
あ
る
の
か
。

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
輯
佚
さ
れ
た
何
休
の
『
公
羊
墨
守
』『
左
氏
膏
肓
』『
穀
梁
廢
疾
』
と
鄭
玄
の
『
箴
膏
肓
』『
發
墨
守
』『
起
廢
疾
』

を
用
い
て
、
彼
ら
の
『
春
秋
』
の
礼
に
つ
い
て
の
議
論
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
何
休
と
鄭
玄
に
お
け
る
「『
春
秋
』
制
」
の
定
義
に
着
目
し
、
彼
ら

が
「『
春
秋
』
制
」
と
前
代
の
礼
制
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、「
聖
王
制
礼
（
聖
王
が
礼
を
作
る
）」
と
い
う
視
点
か
ら
「『
春
秋
』
制
」
を
ど
の
よ
う

に
歴
史
的
に
位
置
付
け
た
の
か
を
解
明
す
る
。
次
に
、「『
春
秋
』
制
」
の
中
で
特
異
性
を
持
つ
魯
礼
を
具
体
例
に
し
て
、
何
休
と
鄭
玄
の
「
魯
郊
」
に
対
す
る

異
な
る
解
釈
を
説
明
し
た
上
で
、
彼
ら
の
魯
礼
と
王
の
礼
と
の
関
係
性
に
対
す
る
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、「
聖
人
」
と
「
経
典
」
と
い
う
二
つ
の
視

点
か
ら
、
何
休
と
鄭
玄
に
お
い
て
「『
春
秋
』
制
」
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
が
生
じ
る
原
因
を
検
討
す
る
。
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范
曄
『
後
漢
書
』
王
符
伝
引
『
潜
夫
論
』
の
筆
削
か
ら
見
る
普
遍
性
へ
の
希
求

長
谷
川

隆
一（
早
稲
田
大
学
）

范
曄
は
南
朝
宋
（
劉
宋
）
に
生
き
た
人
で
あ
る
。
彼
の
編
纂
し
た
『
後
漢
書
』
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
後
漢
史
研
究
の
第
一
級
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
す
で
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
范
曄
『
後
漢
書
』
か
ら
再
構
成
さ
れ
る
後
漢
時
代
は
、
あ
く
ま
で
范
曄
が
そ
う
考
え
た
虚
像
で
あ
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
皇
帝
や
外
戚
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
実
は
范
曄
の
考
え
方
や
彼
の
生
き
た
現
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

い
く
つ
か
の
先
学
に
よ
り
指
摘
済
み
で
あ
る
。

今
回
は
、
范
曄
の
考
え
た
後
漢
時
代
史
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
？
と
い
う
従
来
の
観
点
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
彼
が
『
後
漢
書
』
を
編
纂
す
る
に
当
た

っ
て
行
っ
た
資
料
的
作
為
―
―
筆
削
―
―
の
目
的
に
つ
い
て
、
范
曄
『
後
漢
書
』
王
符
伝
引
『
潜
夫
論
』
を
題
材
と
し
て
探
っ
て
い
き
た
い
。
范
曄
『
後
漢
書
』

王
符
伝
（
正
式
に
は
王
充
王
符
仲
長
統
列
伝
）
に
は
、
王
符
『
潜
夫
論
』
の
数
篇
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
現
行
の
王
符
『
潜
夫
論
』
と
比
較
す
る
と
、

異
な
る
箇
所
が
多
く
、
范
曄
の
筆
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
明
白
で
あ
る
。
范
曄
が
見
た
『
潜
夫
論
』
が
そ
う
な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
批
判
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
の
蓋
然
性
は
低
い
。『
群
書
治
要
』
引
王
符
『
潜
夫
論
』
が
、
現
行
の
王
符
『
潜
夫
論
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
范
曄
に

よ
る
筆
削
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。

今
回
の
報
告
は
、
ま
ず
范
曄
『
後
漢
書
』
王
符
伝
引
『
潜
夫
論
』
と
現
行
王
符
『
潜
夫
論
』
を
比
較
し
、
そ
の
「
具
体
的
事
例
を
で
き
る
限
り
排
除
し
、
汎

時
代
的
に
通
ず
る
普
遍
的
な
論
に
す
る
」
と
い
う
筆
削
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
范
曄
の
「
論
」
観
を
、
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
る
「
諸
子
」

観
・「
論
」
観
と
比
較
し
、
范
曄
の
「
論
」
観
を
明
確
に
す
る
。
最
後
に
、
范
曄
は
汎
時
代
的
、
普
遍
的
な
「
論
」
を
通
し
て
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
を
見
て

い
き
た
い
。
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元
弘
相
伝
本
『
五
行
大
義
』
本
文
引
『
淮
南
子
』
考

路

勝
楠（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

本
発
表
は
、
中
国
で
早
く
散
佚
す
る
も
日
本
に
伝
存
し
て
い
た
『
五
行
大
義
』
の
最
古
の
完
全
な
鈔
本
で
あ
る
元
弘
相
伝
本
（
以
下
『
五
行
大
義
』
と
称
す

る
）
に
お
け
る
『
淮
南
子
』
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
て
考
察
し
、
そ
の
全
体
像
を
総
合
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

『
五
行
大
義
』
は
、
隋
代
ま
で
の
陰
陽
五
行
説
を
網
羅
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
多
く
の
文
献
を
引
用
し
て
い
る
。
元
弘
相
伝
本
『
五
行
大
義
』
の
注
釈

（
頭
注
・
脚
注
・
背
記
注
）
に
は
鎌
倉
時
代
の
注
釈
も
含
ま
れ
て
お
り
、
多
数
の
漢
籍
が
引
用
さ
れ
、
そ
れ
を
検
討
す
れ
ば
日
本
の
漢
籍
受
容
史
に
も
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
。
今
回
の
発
表
で
は
、『
五
行
大
義
』
本
文
に
お
け
る
『
淮
南
子
』
の
引
用
に
焦
点
を
絞
り
、
今
後
の
本
文
の
淮
南
子
注
お
よ
び
注
釈
に
お
け
る

『
淮
南
子
』・
淮
南
子
注
引
用
研
究
の
基
礎
と
な
る
内
容
を
提
示
し
た
い
。

「
淮
南
」・「
淮
南
子
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
抽
出
し
た
内
容
に
基
づ
き
、『
淮
南
子
』
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
選
別
し
、
形
式
と
内
容
の
面
に

対
し
て
比
較
・
分
析
を
行
う
。

形
式
の
面
で
は
、『
五
行
大
義
』
に
お
け
る
『
淮
南
子
』
の
引
用
は
、
巻
一
の
論
干
支
名
と
巻
四
の
論
律
呂
に
集
中
し
て
い
る
、
引
用
形
式
は
ほ
と
ん
ど
が
「
淮

南
子
云
」
で
あ
り
、「
淮
南
子
曰
」・「
淮
南
子
天
文
篇
云
」・「
淮
南
子
及
文
子
並
云
」
と
い
っ
た
特
異
な
形
式
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
、
巻
一
・
巻
四
に
集
中
し

て
い
る
引
用
は
『
三
礼
義
宗
』
と
セ
ッ
ト
で
現
れ
、『
淮
南
子
』
は
「
天
文
訓
」
に
集
中
し
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
内
容
の
面
で
は
、
現
行
本
『
淮
南
子
』

と
比
較
・
分
析
し
た
結
果
、
引
用
内
容
は
『
淮
南
子
』
の
記
述
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
蕭
吉
自
身
の
添
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
、『
淮
南
子
』
本
文
の
引
用
で
は

な
い
が
、「
淮
南
子
云
」
と
し
て
、
注
文
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
に
基
づ
き
、『
淮
南
子
』
の
『
五
行
大
義
』
に
お
け
る
位
置
づ
け
・
引
用
の
特
徴
を
考
察
し
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
許
慎

注
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、『
五
行
大
義
』
が
未
定
稿
の
性
質
を
持
つ
こ
と
を
検
証
し
た
い
。
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『
管
子
注
』
の
作
者
と
伝
承
状
況
に
つ
い
て
―
―
杜
佑
『
通
典
』
の
記
述
を
手
が
か
り
に

有
永

真
瑞（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
）

現
在
、
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
古
の
『
管
子
』
版
本
は
、
南
宋
初
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
楊
忱
本
」
で
あ
る
が
、
こ
の
版
本
を
含
め
、
現

存
す
る
全
て
の
系
統
の
『
管
子
』
版
本
に
は
房
玄
齢
に
よ
る
注
釈
が
附
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
注
の
作
者
が
実
際
に
は
房
玄
齢
で
は
な
く
、
尹
知
章
な

る
人
物
で
あ
る
と
の
指
摘
は
、
早
く
は
『
郡
齋
讀
書
志
』
に
見
え
、『
文
献
通
考
』
や
『
四
庫
提
要
』
な
ど
で
も
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
で
定
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
。

こ
の
『
管
子
注
』
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
浅
薄
で
文
意
が
通
じ
な
い
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
清
朝
考
証
学
者
に
よ
る
『
管
子
』
校
訂
の
際
、『
管
子
』
本
文

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
理
解
さ
れ
た
た
め
、『
管
子
注
』
自
体
の
成
り
立
ち
や
施
注
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
整
理
は
、
総
合
的
に
は
未
だ
為
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
現
行
本
『
管
子
』
二
十
四
巻
の
う
ち
、
十
九
巻
以
降
に
つ
い
て
の
『
管
子
注
』
は
北
宋
頃
ま
で
に
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の
六
巻
分
の

中
に
は
、
わ
ず
か
な
注
釈
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
『
管
子
注
』
の
わ
ず
か
な
残
存
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
て
が
杜
佑
『
通
典
』
の
『
管
子
』
引
用

箇
所
と
重
な
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
『
通
典
』
に
引
用
さ
れ
て
い
た
『
管
子
注
』
が
『
管
子
』
本
体
に
移
入
し
た
と
考
え
る
も
の
と
、『
通
典
』
の
『
管

子
』
引
用
部
の
記
述
は
杜
佑
の
自
注
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
管
子
』
本
体
に
移
入
し
た
と
す
る
両
説
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
『
管
子
注
』
の
成
り
立
ち
や
性
質
を

考
察
す
る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
も
の
の
、『
管
子
』
研
究
史
上
に
お
い
て
、
こ
の
十
九
巻
以
降
の
注
の
作
者
や
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
論
者
に

よ
っ
て
そ
の
認
識
が
入
り
乱
れ
、
体
系
的
な
理
解
が
為
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

よ
っ
て
本
発
表
で
は
、『
管
子
注
』
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
初
唐
か
ら
、
南
宋
初
「
楊
忱
本
」
ま
で
の
『
管
子
注
』
に
ま
つ
わ
る
伝
承
状
況
の
時
系
列
と
残

存
状
況
を
体
系
的
に
検
証
し
た
上
で
、『
通
典
』
の
『
管
子
』
引
用
個
所
の
注
釈
と
「
楊
忱
本
」
の
施
注
の
具
体
例
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
の
差
異
に

つ
い
て
よ
り
深
く
考
察
し
た
い
。
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元
行
沖
の
学
術
に
つ
い
て
―
―
「
釈
疑
」
を
端
緒
と
し
て

名
越

健
人（
國
學
院
大
學
大
学
院
）

唐
代
前
期
の
学
術
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
玄
宗
の
開
元
年
間
に
多
様
な
学
術
文
化
事
業
が
手
掛
け
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、「
新
文
化
」
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
喬
秀
岩
氏
等
『
孝
経
述
義
復
元
研
究
』
編
後
記
（
崇
文
書
局
、
二
〇
一
六
年
））。
こ
れ
は
宋
代
へ
と
展
開
す
る
学
術
が
形
成
さ
れ
る
唐
代
後

期
と
六
朝
期
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
、
唐
代
前
期
の
学
術
の
独
自
性
を
示
す
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
「
新
文
化
」
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、『
御
注
孝
経
』
の
疏

の
制
作
に
参
画
し
た
元
行
沖
（
六
五
三
〜
七
二
九
）
の
学
術
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
有
意
義
な
は
ず
で
あ
る
。

元
行
沖
の
学
術
を
検
討
す
る
基
本
的
資
料
と
し
て
、『
新
唐
書
』・『
旧
唐
書
』
本
伝
に
収
録
さ
れ
る
「
釈
疑
」
が
存
在
す
る
。「
釈
義
」
の
趣
旨
は
、『
類

礼
』
義
疏
を
上
奏
す
る
も
、
学
官
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
元
行
沖
が
「
章
句
の
学
」
を
変
易
す
る
こ
と
の
困
難
を
説
い
た
点
に
あ
る
。
先
行
研

究
は
彼
の
「
章
句
の
学
」
の
否
定
を
中
唐
経
学
の
新
傾
向
の
先
駆
と
位
置
け
る
も
の
が
多
く
、
前
時
代
の
学
術
と
の
連
続
性
や
同
時
代
的
意
義
の
検
証
が
閑

却
さ
れ
て
き
た
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
礼
学
の
動
向
と
「
釈
疑
」
を
検
討
し
た
吉
川
忠
夫
氏
の
研
究
も
存
在
す
る
が
、
よ
り
他
の
事
象
も
含
め
て
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
、
先
学
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
彼
を
取
り
巻
く
学
術
環
境
に
着
目
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
玄
宗
の
命
で
元
行
沖
を
主
導
的
立

場
に
置
い
て
、
学
士
を
集
め
て
行
わ
れ
た
図
書
蒐
集
・
校
書
事
業
の
成
果
で
あ
る
『
群
書
四
録
』
は
、
二
〇
〇
巻
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
元
行
沖
の
学
術
を
支
え
た
背
景
と
し
て
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、「
釈
疑
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、「
釈
疑
」
に
見
受
け
ら
れ

る
「
章
句
の
学
」
の
否
定
や
、
鄭
玄
説
を
反
駁
す
る
経
学
的
立
場
、
延
い
て
は
「
異
義
を
究
覽
」
し
、
選
択
を
求
め
る
学
問
態
度
が
友
人
で
あ
っ
た
劉
知
幾

に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
詳
説
す
る
。
加
え
て
そ
れ
ら
は
、
隋
代
の
王
劭
・
顔
之
推
等
の
学
術
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
す
る
。
以
上
の
「
釈
疑
」

を
端
緒
と
し
た
元
行
沖
の
学
術
へ
の
考
察
を
通
し
て
、
唐
代
前
期
の
学
術
の
様
相
の
一
端
を
探
り
た
い
。
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王
安
石
性
説
再
考
―
―
「
不
顕
」
を
め
ぐ
る
思
想
を
端
緒
と
し
て

梶
田

祥
嗣（
流
通
経
済
大
学
）

王
安
石
（
一
〇
二
一
〜
一
〇
八
六
）
が
修
撰
を
司
っ
た
い
わ
ゆ
る
『
三
経
義
』
は
、
そ
れ
以
前
の
主
流
で
あ
っ
た
孔
穎
達
『
五
経
正
義
』
に
対
し
、「
新
義
」

と
呼
ば
れ
る
新
た
な
注
釈
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
之
什
・
文
王
に
あ
る
「
有
周
不
顕
」
の
「
不
顕
」
に
つ
い
て
、

『
毛
詩
正
義
』
で
は
「
不
」
は
「
丕
」
に
通
ず
る
た
め
、
文
王
の
徳
が
大
い
に
輝
く
と
い
う
意
に
取
る
が
、『
詩
義
』
で
は
そ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
、
文
王

の
徳
は
純
粋
で
露
見
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
文
字
通
り
「
顕
れ
な
い
」
意
で
あ
る
と
、
通
説
と
は
全
く
逆
の
解
釈
を
提
示
し
た
。
文
王
の
聖
徳
は
衆
人
に

は
不
可
知
で
あ
る
と
の
注
釈
は
こ
れ
以
外
に
も
複
数
の
箇
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
湯
王
の
徳
に
つ
い
て
も
文
王
と
同
方
向
の
解
釈
が
採
ら
れ
る
。
た
だ
、
な
ぜ

「
不
顕
」
で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
特
段
着
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
に
至
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
聖
王
の
特
質
を
示
す
「
不
顕
」
の
語
は
、
王
雱
や
呂
恵
卿
、
林
自
、
陳
祥
道
ら
に
よ
る
王
安
石
門
下
の
老
荘
注
に
お
い
て
散
見
さ
れ
、
そ
こ
で
も

や
は
り
聖
人
の
徳
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
「
不
顕
」
を
説
く
文
脈
で
は
、
同
時
に
「
性
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

こ
で
の
性
説
は
聖
人
が
体
得
す
る
よ
う
な
性
本
来
の
在
り
方
が
説
か
れ
て
い
る
。

従
来
、
王
安
石
の
性
説
は
孟
子
の
性
善
説
を
採
ら
な
い
か
た
ち
で
性
善
を
言
う
、
あ
る
い
は
性
無
善
悪
を
説
く
な
ど
、
性
説
に
ゆ
ら
ぎ
が
あ
る
と
み
ら
れ
て

き
た
。
ま
た
、
年
代
ご
と
に
性
説
が
変
化
し
た
の
だ
と
い
う
変
遷
説
も
根
強
く
、
総
じ
て
未
だ
定
論
を
見
な
い
。
発
表
者
の
見
立
て
で
は
、
こ
の
よ
う
な
王
安

石
の
性
説
に
お
け
る
あ
る
種
の
齟
齬
は
、「
不
顕
」
と
し
て
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
聖
人
の
性
と
中
人
（
衆
人
）
の
性
と
い
う
よ
う
に
、
対
象
を
分
け
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
発
表
で
は
、
王
安
石
に
よ
る
性
の
二
層
的
解
釈
に
つ
い
て
、
そ
の

考
察
範
囲
を
王
学
系
老
荘
注
に
ま
で
拡
大
し
、
仮
説
の
検
証
を
試
み
た
い
。
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胡
瑗
の
思
想
―
―
『
中
庸
義
』
の
検
討
を
中
心
と
し
て

大
森

幹
太（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
）

道
学
の
形
成
史
を
考
察
す
る
上
で
、
北
宋
の
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
〜
四
八
年
）
が
、
漢
唐
注
疏
学
に
対
し
て
新
た
な
経
典
解
釈
に
向
か
う
転
換
期
で
あ
る

こ
と
は
、
古
く
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
史
的
基
盤
の
実
態
解
明
に
は
、
検
討
の
余
地
が
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
の
下
、
慶
暦
年
間
を
主
な
活
動
期
と
し
た
士
大
夫
・
胡
瑗
（
九
九
三
〜
一
〇
五
九
）
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。胡

瑗
は
「
宋
初
の
三
先
生
」
の
一
人
と
し
て
、
後
に
北
宋
道
学
が
勃
興
す
る
先
駆
的
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
胡
瑗
の
思
想
研
究
に
関
し
て
は
、

彼
の
弟
子
が
記
録
し
た
『
周
易
口
義
』『
洪
範
口
義
』
を
中
心
に
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
後
の
程
頤
『
易
伝
』
等
と
比
べ
萌
芽
的
で
は
あ
る
も
の

の
、
漢
唐
注
疏
学
に
批
判
的
な
独
自
の
経
典
解
釈
を
展
開
し
た
こ
と
が
、
胡
瑗
思
想
の
特
色
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

本
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
道
学
形
成
史
上
に
お
け
る
胡
瑗
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
検
証
し
た
い
。

そ
の
際
、
本
邦
で
は
未
だ
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
胡
瑗
『
中
庸
義
』
を
新
た
な
検
討
材
料
に
加
え
る
。
こ
の
『
中
庸
義
』
は
単
行
本
と
し
て
は
散
佚
し

て
い
る
が
、
南
宋
の
衛
湜
『
礼
記
集
説
』
一
六
〇
巻
に
「
海
陵
胡
氏
」
説
と
し
て
分
散
的
に
収
載
さ
れ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、『
周
易
口
義
』『
洪
範
口
義
』
に
お
け
る
『
中
庸
』
の
引
用
部
分
と
、
そ
の
引
用
部
分
に
該
当
す
る
『
中
庸
義
』
の
注
釈
を
突
き
合
わ
せ
比
較

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
礼
記
集
説
』
に
散
在
す
る
『
中
庸
義
』
の
資
料
的
位
置
づ
け
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
胡
瑗
の
『
中
庸
』
注
釈
に
見
え
る
人
間
観
、

実
践
工
夫
論
を
窺
う
。
す
な
わ
ち
、『
中
庸
』
冒
頭
の
「
天
命
之
謂
性
」
注
解
を
は
じ
め
と
し
た
「
性
」
説
の
展
開
、「
誠
」
の
実
践
を
中
心
に
説
か
れ
る
対
象

（「
物
」）
と
の
関
係
、「
洪
範
」
思
想
と
「
中
庸
」
概
念
と
の
連
関
性
、
と
い
っ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、『
中
庸
』
解
釈
に
窺
え
る
胡
瑗
の

思
想
に
つ
い
て
、
道
学
を
基
軸
に
考
察
し
た
場
合
に
如
何
な
る
思
想
史
的
基
盤
が
見
出
せ
る
か
、
道
学
形
成
史
に
お
け
る
胡
瑗
思
想
の
新
た
な
位
置
づ
け
を
試

み
た
い
。
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正
徳
前
半
期
に
お
け
る
王
陽
明
と
そ
の
対
話
者
達
―
―
心
即
理
か
ら
致
良
知
へ
の
道
程

費

康
幸（
東
北
大
学
大
学
院
）

王
陽
明
（
一
四
七
二
―
一
五
二
九
）
は
、
正
徳
三
年
（
一
五
〇
八
）、
貴
州
龍
場
へ
配
流
さ
れ
、
そ
こ
で
大
悟
に
辿
り
つ
い
た
こ
と
で
、
心
即
理
と
い
う
思
想

的
核
心
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
北
京
と
南
京
に
在
住
し
て
い
た
時
に
唱
え
ら
れ
た
教
説
は
、
こ
の
大
悟
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
学
問
の
新
た
な
地
平
を
、

時
を
経
る
ご
と
に
よ
り
緻
密
に
表
現
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
西
に
お
い
て
数
年
間
の
激
務
を
こ
な
し
て
い
く
な
か
で
、
同
十
五
年
に
良
知

説
が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
で
、
成
熟
の
段
階
に
到
達
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

本
発
表
は
、
龍
場
の
大
悟
か
ら
致
良
知
説
の
登
場
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
王
陽
明
が
貴
州
か
ら
北
京
を
経
て
南
京
に
至
る
ま
で
の
時
期
を
考
察
の
対
象
と
し

て
、
王
陽
明
が
諸
々
の
人
士
と
交
流
し
た
こ
と
で
生
じ
た
思
想
交
渉
の
内
実
を
把
握
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
貴
州
提
学
官
と
し
て
王
陽
明

を
文
明
書
院
の
主
教
に
招
聘
し
た
席
書
（
一
四
六
七
―
一
五
二
七
）、
そ
し
て
修
学
時
代
よ
り
交
流
の
あ
っ
た
汪
俊
（
一
四
六
八
―
一
五
二
九
）
を
は
じ
め
と
し

た
人
士
達
に
注
目
す
る
。
彼
ら
は
形
骸
化
し
た
国
家
教
学
に
各
種
の
疑
問
を
呈
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
王
陽
明
は
貴
州
お
よ
び
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
当
時
、

朱
陸
論
や
体
用
論
を
め
ぐ
っ
て
彼
ら
と
議
論
を
交
わ
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
『
朱
子
晩
年
定
論
』
な
ど
後
の
著
作
に
も
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。

続
く
南
京
在
任
時
に
お
い
て
王
陽
明
が
誠
意
を
『
大
学
』
の
枢
要
と
位
置
づ
け
、
自
ら
の
思
想
を
ひ
と
ま
ず
誠
意
説
と
し
て
収
斂
さ
せ
た
こ
と
に
、
こ
の
時
期

の
議
論
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
及
ぼ
す
。

こ
れ
に
よ
り
王
陽
明
の
思
想
を
単
に
個
人
の
内
面
の
産
物
と
し
て
で
は
な
く
、
当
時
の
思
想
界
に
お
い
て
様
々
な
立
場
に
あ
っ
た
人
々
と
の
対
話
に
よ
っ
て

生
じ
た
相
互
作
用
の
結
果
と
し
て
動
態
的
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
王
陽
明
を
取
り
巻
い
て
い
た
明
代
正
徳
前
半
期
の
思
想
状

況
、
並
び
に
王
陽
明
思
想
の
同
時
代
的
位
置
を
探
究
す
る
端
緒
と
も
な
ろ
う
。
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王
安
石
『
詩
義
』
再
考

井
澤

耕
一（
茨
城
大
学
）

我
々
が
『
詩
』
を
解
釈
す
る
際
、
そ
の
真
意
を
解
き
明
か
し
て
い
る
か
は
別
と
し
て
、
ま
ず
参
看
す
る
の
は
唐
初
に
成
立
し
た
『
毛
詩
正
義
』（
毛
氏
注
・
鄭

玄
箋
・
孔
穎
達
疏
）
す
な
わ
ち
古
注
と
、
南
宋
・
朱
熹
に
よ
っ
て
撰
さ
れ
た
『
詩
集
伝
』
す
な
わ
ち
新
注
で
あ
ろ
う
。

両
書
の
共
通
点
と
し
て
は
、
経
書
解
釈
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
科
挙
受
験
者
用
の
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
、『
毛
詩
正
義
』
は
「
五
経
正
義
」
の
一
、『
詩
集

伝
』
は
明
初
の
『
詩
経
大
全
』
の
主
た
る
注
釈
と
し
て
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
今
回
論
じ
る
王
安
石
の
『
三
経
（
書
・
詩
・
周
礼
）
義
』
の
一
つ
、

『
詩
義
』
も
、
煕
寧
八
年
（
一
〇
七
五
）
の
成
書
以
降
、
南
宋
に
わ
た
っ
て
科
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
王
安
石
が
「
誤
国
の
罪
人
」（
清
・
銭
大
昕
）

な
ど
と
激
し
く
断
罪
さ
れ
た
中
で
散
佚
し
、
そ
の
経
義
の
全
貌
も
永
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
邱
漢
生
『
詩
義
鈎

』（
一
九
八
二
年
）、
程
元
敏
『
三
経
新
義
輯
考
彙
評
―
詩
経
』（
二
〇
一
七
年
『
王
安
石
全
集
』
に
所
収
）
な

ど
の
輯
佚
本
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
『
三
経
義
』
中
の
『
周
礼
義
』
に
関
し
て
は
吾
妻
重
二
先
生
、『
書
義
』
に
関
し
て
は
小
島
毅
先
生
の
論
考
が
あ
る
が
、
王

安
石
の
『
詩
』
解
釈
の
真
面
目
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

発
表
者
は
以
前
、
主
に
『
詩
義
』
の
成
書
の
経
緯
を
『
毛
詩
正
義
』『
詩
集
伝
』
の
そ
れ
と
比
較
し
て
論
じ
た
が
、
今
回
の
発
表
で
は
、『
詩
義
』
の
注
釈
そ

の
も
の
を
古
注
・
新
注
と
比
較
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
『
詩
義
』
の
佚
文
を
多
く
輯
め
て
い
る
『
毛
詩
李
黄
集
解
』
な
ど
、
南
宋
以
降
の
諸
書
に
見
え
る
王
氏

注
に
対
す
る
考
察
を
表
裏
両
面
か
ら
分
析
し
、『
詩
』
解
釈
史
に
お
け
る
『
詩
義
』
の
意
義
お
よ
び
王
安
石
の
経
学
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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江
右
陽
明
学
者
と
「
石
屋
山
人
」
彭
簪

劉

心
奕
（
東
洋
大
学
大
学
院
満
期
退
学
）

10
江
西
吉
水
出
身
の
江
右
学
派
の
陽
明
学
者
で
あ
る
羅
洪
先
は
、
故
郷
に
帰
っ
た
後
、
し
ば
し
ば
地
方
の
学
者
・
知
識
人
た
ち
と
講
学
を
行
っ
た
。
そ
の
中
の

一
人
が
彭
簪
（
成
化
十
六
年
―
嘉
靖
二
十
九
年
）
で
あ
る
。
彭
簪
は
、
衡
山
令
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
、
一
ヶ
月
ほ
ど
靖
州
知
州
に
赴
任
し
、
官
職

を
辞
し
て
、
安
福
の
石
屋
山
に
戻
っ
て
、「
石
屋
山
人
」
と
自
称
し
た
。

彭
簪
の
奔
放
で
洒
脱
な
人
柄
や
、
そ
の
学
識
と
名
声
と
を
慕
っ
て
、
多
く
の
地
方
官
僚
や
学
者
た
ち
が
石
屋
山
を
訪
れ
て
い
る
。
羅
洪
先
と
鄒
守
益
の
よ
う

な
王
門
の
高
弟
も
ま
た
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

羅
洪
先
が
彭
簪
と
交
流
を
持
っ
た
の
は
、
単
に
安
福
と
吉
水
が
近
か
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
羅
洪
先
は
彭
簪
が
編
纂
し
た
『
衡
岳
志
』
を
通
じ
て
彼
の

名
を
初
め
て
知
る
が
、
そ
の
後
、
友
人
の
唐
順
之
が
彭
簪
を
称
賛
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
に
一
層
強
い
好
印
象
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ

る
。
で
は
、
彭
簪
と
い
う
人
間
の
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
点
が
、
多
く
の
学
者
・
知
識
人
た
ち
を
魅
了
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
発
表
の
主
役
は
、
も
と
よ
り
彭
簪
で
は
あ
る
が
、
彭
簪
本
人
は
声
高
に
自
ら
の
思
想
を
語
る
こ
と
の
な
い
、
沈
黙
の
主
役
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
に
宛

て
た
様
々
な
思
想
家
た
ち
の
書
簡
や
、
彼
に
対
す
る
態
度
を
通
し
て
、
彼
の
人
物
像
や
生
き
方
を
描
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
本
発
表
で
は
、「
山
人
」
彭
簪
と

彼
を
取
り
巻
く
思
想
家
た
ち
と
の
交
流
を
手
掛
か
り
に
、
吉
水
・
安
福
に
お
け
る
講
学
の
実
態
を
描
き
出
す
こ
と
を
通
し
て
、
明
代
思
想
史
の
奥
深
さ
の
一
端

に
触
れ
、
ま
た
、
従
来
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
陽
明
学
者
た
ち
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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Ⅰ
―

万
暦
期
の
知
識
人
と
仏
道
両
教
―
―
屠
隆
の
前
半
生
（
一
五
四
三
〜
一
五
八
七
）
を
め
ぐ
っ
て

丁

欽
馨（
東
北
大
学
大
学
院
）

11
浙
江

県
の
人
、
屠
隆
（
一
五
四
三
〜
一
六
〇
五
）
は
、
す
ぐ
れ
た
詩
文
・
戯
曲
の
作
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
仏
道
両
教
に
そ
の
心
魂
を
傾
け
た
三
教
一

致
論
者
で
も
あ
る
。
彼
の
三
教
思
想
に
関
し
て
は
、
荒
木
見
悟
先
生
が
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
―
―
管
東
溟
の
生
涯
と
そ
の
思
想
』（
一
九
七
九
）
第
九
章
に
お

い
て
、
管
東
溟
と
の
相
異
を
解
析
し
て
お
り
、
三
浦
秀
一
先
生
の
「『
真
誥
』
兪
安
期
本
成
立
の
時
代
的
情
況
―
万
暦
の
知
識
人
と
道
教
―
」（
一
九
九
二
）
は
、

王
世
貞
を
中
心
と
す
る
女
仙
曇
陽
子
信
仰
の
文
人
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
、
屠
隆
の
道
教
受
容
に
触
れ
る
。
発
表
者
は
こ
う
し
た
先
人
の
成
果
も
踏
ま
え
つ
つ
、

同
時
代
知
識
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
仏
道
両
教
と
の
関
係
に
着
目
し
た
屠
隆
思
想
の
全
貌
解
明
を
企
図
し
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
万
暦
十
五
年
（
一
五

八
七
）
を
彼
の
三
教
論
が
一
定
の
完
成
を
見
た
年
と
捉
え
て
、
屠
隆
前
半
生
に
お
け
る
三
教
思
想
の
形
成
を
考
察
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
屠
隆
は
万
暦
七
年
（
一
五
七
九
）
に
知
友
の
仏
教
居
士
馮
夢
禎
に
よ
っ
て
仏
教
に
開
眼
し
、
そ
の
後
、
先
述
の
曇
陽
子
信
仰
に
お
け
る
浄
明
道

の
予
言
「
竜
沙
の
讖
」
受
容
や
、
道
士
か
ら
の
道
術
伝
授
な
ど
道
教
の
修
得
に
努
め
た
。
同
十
五
年
に
至
り
、
道
教
の
実
践
を
仏
教
に
包
摂
す
る
か
た
ち
で
そ

こ
に
共
通
の
境
地
を
見
出
し
、
俗
世
間
を
超
越
す
る
と
い
う
独
自
の
三
教
論
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
馮
夢
禎
や
王
世
貞
、
王
士
性
、
汪
道
昆
ら
と
交
わ
し
た
書
簡
を
資
料
と
し
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
屠
隆
の
三
教
思
想
の
形
成
過
程
を
た
ど

り
、
万
暦
十
五
年
に
お
け
る
三
教
論
と
、
そ
の
反
響
と
を
論
ず
る
。
屠
隆
は
後
に
そ
の
三
教
論
が
反
映
し
た
『
曇
花
記
』
等
の
戯
曲
を
撰
し
、
ま
た
彼
は
同
三

十
三
年
、
解
脱
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
葛
藤
を
抱
き
つ
つ
逝
去
し
、
そ
の
三
教
論
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
す
『
鴻
苞
』
は
死
後
の
万
暦
三
十
八
年
に
上
梓
さ
れ

る
。
今
回
の
考
察
は
、
こ
れ
ら
代
表
的
な
作
品
を
分
析
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
と
交
流
す
る
知
識
人
達
の
思
索
を
そ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
い
て
解
明
す
る
。
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Ⅰ
―

黄
遵
憲
の
歴
史
観
に
お
け
る
「
変
易
」
と
「
進
歩
」
―
―
「
勢
」
の
思
想
と
し
て
扱
わ
れ
る
か

蘇
文
博
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
）

12
歴
史
観
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
、
人
物
、
時
代
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
理
解
し
、
解
釈
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
歴

史
観
は
、
そ
の
長
い
歴
史
と
多
様
な
思
想
体
系
を
反
映
し
て
、
様
々
な
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在
し
て
い
る
。
清
末
と
い
う
時
期
は
政
治
的
・
社
会
的
動
揺

の
中
で
、
従
来
の
歴
史
観
か
ら
脱
却
し
、
歴
史
を
変
化
と
進
化
の
連
続
と
す
る
考
え
方
が
台
頭
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

の
思
想
家
や
改
革
者
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
龔
自
珍
、
魏
源
を
代
表
と
す
る
変
易
史
観
と
康
有
為
、
梁
啓
超
を
代
表
と
す
る
進
歩
史
観
は
そ
の
主
流
で
あ
る
。

本
発
表
は
清
末
の
歴
史
人
物
で
あ
る
黄
遵
憲
の
歴
史
観
に
お
け
る
「
変
易
」
と
「
進
歩
」
の
再
検
討
を
目
的
と
す
る
一
方
、「
勢
」
の
思
想
と
し
て
扱
わ
れ
る
か

を
検
証
す
る
。

黄
遵
憲
(一
八
四
八
―
一
九
〇
五
)は
、
中
国
の
広
東
省
嘉
応
州
（
現
在
の
梅
州
市
）
の
客
家
の
知
識
人
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
一
年
に
日
中
両
国
の
間
で

「
日
清
修
好
条
規
」
が
締
結
さ
れ
、
黄
遵
憲
は
初
代
駐
日
公
使
団
の
参
賛
（
書
記
官
）
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
在
日
の
四
年
間
、
黄
遵
憲
は
日
本
の
歴

史
や
文
化
、
そ
し
て
改
革
の
成
果
を
詳
し
く
研
究
し
、『
日
本
雑
事
詩
』
と
『
日
本
国
志
』
を
著
し
た
。
渡
日
前
、
黄
遵
憲
は
「
古
人
豈
我
欺
、
今
昔
奈
勢
異
」

と
嘆
い
た
。
さ
ら
に
、「
儒
生
不
出
門
、
勿
論
当
世
事
」
と
述
べ
、「
腐
儒
」
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
黄
遵
憲
は
歴
史
の
流
れ
を
「
古
」
と
「
今
」
に
分

け
て
考
え
て
い
た
。
し
か
し
来
日
後
、
西
洋
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
特
に
帰
国
後
湖
南
で
行
っ
た
「
南
学
会
第
一
、
二
次
講
義
」
に
お
い
て
、
中
国
の
社
会

発
展
を
「
封
建
・
郡
県
・
共
和
」
の
三
段
階
に
分
け
て
説
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
黄
遵
憲
の
歴
史
観
の
変
化
は
単
線
的
で
あ
り
、

い
わ
ば
「
変
易
」
か
ら
「
進
歩
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
変
化
の
内
因
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
ま
だ
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

本
発
表
で
は
黄
遵
憲
の
歴
史
観
を
捉
え
、
歴
史
に
内
在
す
る
目
に
見
え
な
い
「
勢
」
の
思
想
が
黄
遵
憲
に
影
響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
ら
れ

る
。



Ⅱ
―
１

「
清
」
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
空
間
と
そ
の
奥
底
―
―
「
上
巳
」
の
詩
を
軸
と
し
て

李

宇（
雲
南
大
学
）

六
朝
時
期
に
お
い
て
、
文
人
た
ち
に
最
も
愛
用
さ
れ
た
美
辞
は
疑
い
な
く
、「
清
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
辞
の
う
ち
、
な
ぜ
「
清
」
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
具
体
的
に
作
品
を
考
察
す
れ
ば
、
上
巳
に
関
わ
る
詩
文
は
殆
ど
「
清
」
を
用
い
て
お
り
、
か
な
り
特
徴
的
だ
と
言
え
よ
う
。
本
報
告
は
上
巳
の
詩
を
軸

と
し
て
、
晋
代
に
お
け
る
「
清
」
の
使
用
と
そ
の
起
源
を
探
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
巳
と
は
、
初
め
て
の
「
巳
日
」
を
意
味
し
、「
元
巳
」
と
も
呼
ば
れ
、
漢
代
か
ら
三
月
初
め
の
「
巳
日
」
に
祓
禊
す
る
伝
統
が
あ
り
、
曹
魏
以
降
、
上
巳
に

代
わ
り
三
月
三
日
と
さ
れ
た
。
上
巳
の
際
、
催
し
を
行
い
、
そ
の
場
で
祓
禊
文
や
賦
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
三
月
三
日
詩
」、「
上
巳
詩
」、
ま
た
東
晋

時
代
に
蘭
亭
の
集
会
で
作
ら
れ
た
か
の
有
名
な
「
蘭
亭
詩
」
も
こ
の
類
に
属
し
て
お
り
、
本
報
告
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
便
宜
的
に
上
巳
の
詩
文
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

現
存
す
る
上
巳
の
儀
式
を
描
く
文
章
の
中
で
、
最
も
早
く
作
ら
れ
た
の
は
後
漢
・
杜
篤
の
「
祓
禊
賦
」
で
あ
り
、
次
い
で
張
衡
の
「
南
都
賦
」、
蔡
邕
の
「
祓

禊
文
」、
成
公
綏
の
「
洛
禊
賦
」、
そ
し
て
張
協
の
「
洛
禊
賦
」
は
い
ず
れ
も
水
辺
で
儀
式
を
行
う
こ
と
を
詠
っ
た
も
の
だ
。
注
意
す
べ
き
は
、
上
巳
の
詩
文
に

お
い
て
、
川
や
水
を
描
写
す
る
詩
句
で
は
、「
清
」「

」
な
ど
清
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
川
の
修
辞
に
「

」、「
清
」、「
素
」
を
用
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
巳
の
詩
文
に
登
場
す
る
川
は
な
ぜ
「
清
」
や
「
素
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、「
清
」・「
素
」
の
描
き
出
す
イ
メ
ー
ジ
や
漂
わ
せ
る
情
緒
、
更
に
当
時
の
宗
教
的
な
雰
囲
気
や
玄
談
の
流
行
の
背
景
な
ど
と
関
連
す
る

と
想
定
さ
れ
る
。

本
報
告
は
「
上
巳
」
の
詩
を
軸
と
し
て
、「
清
」・「
素
」
の
用
い
方
を
分
析
す
る
上
で
、
自
然
景
物
と
し
て
詩
に
描
か
れ
る
川
の
修
辞
「
清
」「
素
」
の
含
意

と
そ
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
「
清
」「
素
」
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
ら
が
如
何
に
玄
学
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
離
れ
て
、
詩
文

の
中
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
、
美
辞
と
し
て
広
が
っ
て
ゆ
き
、
当
時
の
詩
文
を
特
徴
づ
け
た
か
を
考
察
し
た
い
。
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Ⅱ
―
２

袁
昂
「
古
今
書
評
」
の
方
法

仲
村

康
太
郎（
京
都
大
学
大
学
院
）

六
朝
か
ら
唐
へ
の
書
論
史
を
紡
ぐ
と
き
、
従
来
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
宋
・
虞
龢
「
論
書
表
」
か
ら
南
斉
・
王
僧
虔
「
論
書
」、
梁
・
庾
肩
吾
「
書
品
」、

唐
・
李
嗣
真
「
書
後
品
」、
そ
し
て
唐
・
張
懐

「
書
断
」
へ
と
至
る
、
品
第
法
の
展
開
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
常
に
張
芝
、
鍾
繇
、
二
王
父
子
、
い
わ
ゆ
る
「
四

賢
」
を
め
ぐ
る
優
劣
論
を
核
と
し
、
古
質
今
妍
の
問
題
、
天
然
工
夫
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
特
に
庾
肩
吾
「
書
品
」
は
、「
論
書
表
」「
論
書
」
の
流
れ

を
汲
み
、
ま
た
そ
の
後
の
「
書
後
品
」、「
書
断
」
へ
と
受
け
継
が
れ
る
書
品
論
の
先
駆
的
著
作
で
あ
る
た
め
、
六
朝
唐
時
代
の
書
論
史
の
展
開
に
お
い
て
自
ず

と
そ
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
書
品
」
と
近
い
時
期
に
成
立
し
た
袁
昂
「
古
今
書
評
」
は
、
お
よ
そ
「
書
品
」
と
は
対
極
に
位
置
す
る
。「
書
品
」
は
品
等
に
よ
り
書
人
を

序
列
化
す
る
が
、「
古
今
書
評
」
は
個
別
の
批
評
に
終
始
し
、
序
列
化
と
い
う
意
識
は
そ
も
そ
も
希
薄
で
あ
る
。
ま
た
書
人
の
論
評
も
比
況
法
を
駆
使
し
、
印
象

批
評
と
い
う
向
き
が
強
い
。「
古
今
書
評
」
は
右
に
述
べ
た
書
論
史
の
流
れ
か
ら
み
て
、
や
や
外
れ
た
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
か
、
日
本
に
お
け

る
中
国
書
論
史
研
究
で
は
従
来
本
書
が
研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。『
中
国
書
論
大
系
』
第
一
巻
（
二
玄
社
、
一
九
七
七
）
に
訳
注
が
収
め
ら
れ

て
以
降
、
本
書
に
対
す
る
理
解
は
特
に
進
展
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

発
表
で
は
、「
古
今
書
評
」
の
も
つ
同
時
代
性
、
措
辞
の
新
奇
性
、
及
び
後
代
に
与
え
た
影
響
の
三
点
を
と
り
あ
げ
る
。
考
察
を
通
じ
て
、
書
論
と
し
て
の
そ

の
意
義
を
積
極
的
に
評
価
し
、
新
た
な
見
方
を
提
示
し
た
い
。
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両
漢
時
代
の
紀
行
賦
に
み
ら
れ
る
構
造
変
化
―
―
故
事
と
風
物
の
関
係
を
中
心
に

榊
原

慎
二（
東
北
大
学
大
学
院
）

『
文
選
』
巻
九
・
十
に
は
班
彪
「
北
征
賦
」
と
班
昭
「
東
征
賦
」、
潘
岳
「
西
征
賦
」
を
収
め
る
。
こ
れ
ら
は
作
者
が
実
際
に
経
験
し
た
旅
を
題
材
と
す
る
「
紀

行
」の
賦
で
あ
る
が
、現
存
最
古
の
作
例
は
前
漢
末
の
劉
歆「
遂
初
賦
」で
あ
る
。前
漢
末
ま
で
は
君
主
の
娯
楽
に
供
さ
れ
る
賦
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
遂

初
賦
」
の
よ
う
に
個
人
の
体
験
を
述
べ
る
抒
情
的
な
賦
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
文
学
史
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
と
さ
れ
る
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、「
北
征
賦
」
が
紀
行
賦
の
確
立
を
示
す
作
例
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
「
遂
初
賦
」
や
そ
れ
以
前
に
流
行
し
て
い
た
楚
辞
文

芸
と
の
関
わ
り
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
理
解
に
は
修
正
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
両
漢
時
代
に
お
け
る
紀
行
賦
の
各
作
例
を
、
そ
の
構
造
に
着

目
し
て
検
討
し
て
い
く
中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
様
式
が
後
漢
末
の
蔡
邕
「
述
行
賦
」
に
至
っ
て
よ
う
や
く
一
応
の
完
成
を
み
て
い
た
可
能
性

で
あ
る
。

紀
行
賦
を
構
成
す
る
二
大
要
素
と
し
て
、
作
者
が
通
過
し
た
土
地
に
ま
つ
わ
る
歴
史
故
事
の
列
挙
と
風
物
の
描
写
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
島
千
秋
氏
や

伊
藤
正
文
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
二
要
素
の
関
係
を
作
品
全
体
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
と
り
わ
け
「
遂
初
賦
」
が
風
物
の
描
写
を
後
半
部
分
に
集

中
さ
せ
て
い
る
一
方
で
、「
述
行
賦
」
は
両
者
を
概
ね
交
互
に
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
相
違
自
体
は
先
行
研
究
に
お
い
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
背
景
の
事
情
に
は
十
分
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

旅
と
い
う
体
験
を
作
中
に
お
い
て
再
現
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
旅
程
の
進
行
を
時
系
列
に
沿
っ
て
叙
述
す
る
技
法
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

移
動
を
表
す
動
詞
の
使
用
や
地
名
の
提
示
に
よ
っ
て
前
述
の
二
要
素
を
結
び
付
け
る
句
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

本
発
表
で
は
「
遂
初
賦
」「
北
征
賦
」「
東
征
賦
」「
述
行
賦
」
の
構
造
を
比
較
し
、
旅
程
の
進
行
を
表
す
句
が
作
品
の
随
所
に
配
置
さ
れ
、
故
事
と
風
物
が
一
つ

の
時
系
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
追
う
。
そ
し
て
、
旅
の
経
過
を
一
首
の
作
品
全
体
に
亘
っ
て
叙
述
す
る
紀
行
賦
の
文
体
が
確
立
し

た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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「
洛
陽
紙
貴
」
考
―
―
史
書
の
編
纂
に
お
け
る
修
辞
性
に
つ
い
て

楊

春
雨（
広
島
大
学
大
学
院
）

左
思
の
「
三
都
賦
」
と
い
え
ば
「
洛
陽
紙
貴
（
洛
陽
の
紙
価
を
高
め
た
）」
と
い
う
言
葉
が
自
然
と
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
晋
書
』
左
思
伝
に
お
け

る
こ
の
「
洛
陽
紙
貴
」
の
故
事
が
、
果
た
し
て
西
晋
時
代
に
お
け
る
文
学
テ
キ
ス
ト
の
伝
写
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。

つ
ま
り
、
西
晋
時
代
に
紙
が
商
品
と
し
て
流
通
し
、
売
買
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
当
時
の
文
学
テ
キ
ス
ト
の

伝
写
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
紙
の
流
通
等
に
つ
い
て
、
こ
の
「
洛
陽
紙
貴
」
の
故
事
を
根
拠
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
こ
の

疑
問
に
答
え
る
べ
く
、『
世
説
新
語
』『
集
注
文
選
』、
お
よ
び
唐
修
『
晋
書
』
に
先
行
す
る
い
く
つ
か
の
晋
の
歴
史
書
に
お
け
る
左
思
の
「
三
都
賦
」
に
関
す
る

文
献
、「
紙
貴
」
に
関
す
る
様
々
な
記
録
を
整
理
し
、
楼
蘭
出
土
の
簡
牘
と
紙
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
以
下
の
二
点
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ

る
。第

一
に
、「
紙
貴
」
と
い
う
表
現
は
、
最
初
は
左
思
の
「
三
都
賦
」
で
は
な
く
、
そ
れ
に
遅
れ
て
成
立
し
た
庾
闡
の
「
揚
都
賦
」
を
形
容
す
る
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
洛
陽
紙
貴
」
は
西
晋
時
代
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。

第
二
に
、
漢
晋
時
代
に
お
け
る
簡
牘
、
紙
の
使
用
状
況
を
焦
点
に
絞
り
、
そ
れ
に
関
す
る
記
載
や
出
土
品
を
結
び
合
わ
せ
て
み
る
と
、
西
晋
時
代
の
紙
は
貴

重
な
書
写
材
料
で
あ
り
、
皇
帝
か
ら
の
賜
与
を
通
じ
て
の
み
入
手
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
当
時
は
簡
牘
か
ら
紙
へ
と
書
写
材
料
が
転
換
す
る
過

渡
期
に
あ
り
、
紙
は
一
般
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
文
学
テ
キ
ス
ト
が
大
量
に
伝
写
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

以
上
の
二
点
に
基
づ
き
、
本
発
表
で
は
、「
洛
陽
紙
貴
」
と
い
う
故
事
は
信
憑
性
に
疑
問
が
残
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
、
史
書
の
編
纂
に
お
け
る
修
辞
性
に
つ

い
て
も
少
し
触
れ
た
い
。
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袁
宗
道
の
会
試
及
び
閣
試
の
答
案
に
対
す
る
王
錫
爵
の
評
価
と
公
安
派
の
原
点

和
泉

ひ
と
み（
関
西
大
学
）

万
暦
十
年
前
後
、
郷
試
や
会
試
に
お
い
て
政
府
高
官
の
子
弟
が
高
位
で
合
格
す
る
事
例
が
頻
発
し
た
。
張
居
正
亡
き
後
の
万
暦
十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
会
試

で
は
、
前
年
の
十
三
年
に
礼
部
の
上
奏
に
基
づ
い
て
詔
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
主
考
官
を
務
め
た
王
錫
爵
は
旧
弊
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の

変
革
が
企
図
さ
れ
た
年
に
会
元
に
選
出
さ
れ
た
の
が
袁
宗
道
で
あ
る
。
袁
宗
道
の
何
が
会
試
で
評
価
さ
れ
た
の
か
。
幸
い
に
も
万
暦
十
四
年
の
『
会
試
録
』
が

残
っ
て
お
り
王
錫
爵
の
序
文
、
及
第
者
の
答
案
の
ほ
か
、
答
案
に
対
す
る
講
評
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
王
錫
爵
が
こ
の
年
の
会
試
に
期
待
し

た
こ
と
並
び
に
試
験
官
の
袁
宗
道
に
対
す
る
評
価
の
概
要
が
わ
か
る
。
た
だ
『
会
試
録
』
で
は
答
案
の
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
、
詳
細
ま

で
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
を
補
う
の
が
『
皇
明
館
閣
経
世
宏
辞
続
集
』
巻
六
に
収
録
さ
れ
た
袁
宗
道
の
閣
試
の
答
案
「
法
制
（
策
）」
と
そ
の
眉
批
で
あ
る
。
王

錫
爵
は
袁
宗
道
の
こ
の
文
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
文
の
独
自
性
、
経
書
に
対
す
る
理
解
の
深
さ
と
運
用
能
力
の
高
さ
、
経
書
や
史
書
に
裏
づ
け
ら
れ
た
緻
密
な

議
論
、
著
者
の
魂
が
感
じ
ら
れ
る
切
実
さ
、
文
章
表
現
の
巧
み
さ
な
ど
に
賛
辞
を
与
え
て
い
る
。
王
錫
爵
は
『
会
試
録
』
の
序
文
で
当
時
の
受
験
生
に
秀
作
を

模
擬
し
て
答
案
を
作
成
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
悪
弊
と
は
対
極
の
傾
向
を
持
つ
袁
宗
道
の
答
案
は
正
し
く
王
錫
爵
が
求
め
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
王
錫
爵
の
『
会
試
録
』
序
文
で
は
「
不
欺
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
持
論
が
展
開
さ
れ
、
公
安
派
と
の
思
想
上
の
親
和
性
が
認
め
ら
れ

る
。本

発
表
で
は
資
料
を
提
示
し
つ
つ
こ
う
し
た
内
容
を
論
じ
、
公
安
派
の
原
点
に
新
た
な
視
座
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
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貞
元
年
間
に
お
け
る
宮
廷
詩
会
―
―
徳
宗
皇
帝
の
五
言
古
詩
創
作
と
そ
の
意
義
を
中
心
に

李

恒（
神
戸
大
学
大
学
院
）

本
発
表
で
は
、
中
唐
の
貞
元
年
間
の
宮
廷
詩
会
の
社
会
的
意
義
を
考
え
、
ま
た
徳
宗
皇
帝
の
五
言
古
詩
創
作
の
美
意
識
に
つ
い
て
主
に
格
律
を
通
し
て
分
析

す
る
。

貞
元
四
年
(七
八
八
)三
月
か
ら
約
十
五
年
間
、
徳
宗
皇
帝
は
、
長
安
の
宮
廷
に
お
い
て
三
令
節
に
詩
会
を
開
催
し
た
。
当
時
、
朱
泚
の
乱
(七
八
三
〜
七
八
四
)

に
よ
っ
て
藩
鎮
に
対
す
る
武
力
討
伐
が
放
棄
さ
れ
、
教
化
や
礼
制
を
通
し
た
懐
柔
政
策
が
取
ら
れ
は
じ
め
た
。
貞
元
八
年
(七
九
二
)を
境
に
、
権
徳
輿
が
地
方
か

ら
中
央
政
府
に
抜
擢
さ
れ
て
宮
廷
詩
会
で
活
躍
す
る
な
ど
、
参
加
者
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
貞
元
九
年
(七
九
三
)か
ら
、
従
前
の
「
合
宴
」
と
い
う
形
式

よ
り
も
規
模
が
縮
小
し
、
徳
宗
皇
帝
が
宰
相
･中
書
省
･門
下
省
の
供
奉
官
の
み
と
と
も
に
宴
会
を
行
い
、
そ
の
際
に
詩
会
も
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

詩
会
に
用
い
ら
れ
る
詩
形
は
、
最
初
の
貞
元
四
年
三
月
の
詩
会
で
五
言
排
律
が
詠
じ
ら
れ
、
ま
た
七
言
絶
句
が
一
度
作
ら
れ
た
の
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
五
言

古
詩
で
あ
っ
た
。
中
宗
朝
以
降
、
近
体
詩
が
主
流
詩
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
唐
代
の
宮
廷
詩
会
に
お
い
て
、
貞
元
年
間
の
宮
廷
詩
会
は
特
殊
な
存
在
だ
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
徳
宗
皇
帝
が
五
言
古
体
詩
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

た
だ
し
、
徳
宗
皇
帝
「
五
言
古
詩
」
を
分
析
す
る
と
、
体
裁
は
単
純
で
は
な
い
。
徳
宗
皇
帝
の
五
言
古
詩
に
お
い
て
は
、
貞
元
九
年
か
ら
、「
粘
対
」
が
順
守

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
五
言
古
詩
に
お
い
て
、
あ
る
一
聯
の
上
句
の
第
二
字
と
下
句
の
第
二
字
と
は
平
仄
を
異
な
る
よ
う
に
し
(＝
対
)、
あ
る
一
聯
の

下
句
の
第
二
字
と
次
の
一
聯
の
上
句
の
第
二
字
と
は
平
仄
を
一
致
さ
せ
る
(＝
粘
)と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
臣
た
ち
の
唱
和
の
作
の
な
か
で
は
必
ず
し

も
守
ら
れ
て
は
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
貞
元
年
間
の
宮
廷
詩
会
に
お
け
る
五
言
古
詩
の
重
視
か
ら
は
、
そ
の
復
古
傾
向
、
さ
ら
に
は
娯
楽
目
的
か
ら
詩
に
よ
る

教
化
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
る
。
い
う
な
れ
ば
五
言
古
詩
を
中
心
と
し
た
宮
廷
詩
会
は
、
詩
に
よ
る
教
化
の
意
味
あ
い
が
濃
く
、
ま
た
「
粘
対
」
か
ら
は
徳
宗
皇

帝
個
人
の
言
葉
に
つ
い
て
の
美
意
識
が
見
い
だ
せ
る
。
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李
開
先
の
『
悼
亡
同
情
集
』
に
み
る
明
人
亡
妻
哀
悼
の
心
性

野
村

鮎
子（
奈
良
女
子
大
学
）

明
の
戯
曲
家
李
開
先
（
一
五
〇
二
〜
一
五
六
八
）
は
、『
宝
剣
記
』（
林
冲
故
事
）
の
作
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
亡
妻
や
亡
妾
を
哀

悼
し
た
作
品
を
多
く
創
作
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

彼
は
山
東
章
丘
に
退
居
し
て
か
ら
六
年
後
の
嘉
靖
二
十
六
年
、
八
月
に
元
配
張
氏
を
、
続
い
て
十
一
月
に
侍
妾
を
喪
っ
た
。
一
連
の
悼
亡
詩
や
『
四
時
悼
内
』

と
題
す
る
悼
亡
散
曲
（
春
一
套
・
夏
二
套
・
秋
一
套
・
冬
一
套
の
南
曲
二
十
八
支
曲
、
北
曲
十
支
曲
）
に
は
深
い
悼
念
が
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
亡
妻
の

た
め
に
自
ら
墓
誌
銘
や
祭
文
、
散
伝
を
制
作
し
、
亡
妾
の
誄
に
も
筆
を
執
っ
て
い
る
。

李
開
先
が
悼
亡
を
詠
じ
る
の
に
通
俗
的
な
歌
曲
を
用
い
た
こ
と
の
意
義
は
胡
旭
『
悼
亡
詩
史
』（
二
〇
一
〇
年
）
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
発
表
で
特
に

注
目
し
た
い
の
は
、
彼
が
編
纂
し
た
『
悼
亡
同
情
集
』（
以
下
『
同
情
集
』）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
李
夢
陽
・
李
舜
臣
・
羅
洪
先
・
唐
順
之
の
亡
妻
墓
誌
銘
や
王

慎
中
の
存
悼
篇
に
、
李
開
先
自
身
の
亡
妻
墓
誌
銘
を
附
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
唐
順
之
や
王
慎
中
は
李
開
先
と
と
も
に
嘉
靖
八
才
子
に
数
え
ら
れ
る
人

物
で
あ
り
、
し
か
も
三
人
は
同
時
期
に
妻
を
喪
っ
て
い
る
。
李
開
先
が
「
同
情
集
」
と
題
し
た
の
は
、
唐
順
之
か
ら
の
書
簡
に
「
喪
内
之
情
、
吾
三
人
同
之
」

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
。

明
末
清
初
に
な
る
と
、
冒
襄
『
同
人
集
』（
巻
六
）
や
屈
大
均
『
悼
儷
集
』（
佚
）、
尤
侗
『
哀
絃
集
』
の
よ
う
に
、
悼
亡
を
テ
ー
マ
と
し
た
唱
和
詩
集
や
哀
文

集
が
登
場
す
る
が
、
明
の
中
期
に
、
同
時
代
人
の
亡
妻
哀
悼
文
を
輯
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
刮
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。
李
開
先
の
『
同
情
集
』
を
通
じ
て
明
人
亡
妻
哀
悼
の
心
性
を
探
り
た
い
。

な
お
、『
同
情
集
』
の
自
序
と
後
序
は
李
開
先
『
李
中
麓
閑
居
集
』
中
に
見
え
る
も
の
の
、
原
本
は
長
ら
く
所
在
不
明
で
あ
っ
た
。
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
、

そ
の
残
闕
本
が
北
京
図
書
館
蔵
清
鈔
本
『
四
時
悼
内
』
の
附
録
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
卜
鍵
氏
が
発
見
し
、
こ
れ
を
復
元
し
た
も
の
が
『
李
開
先
全
集
』

（
二
〇
〇
四
年
、
修
訂
本
は
二
〇
一
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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「
清
溪
道
人
」
方
汝
浩
に
つ
い
て
―
―
『
禅
真
逸
史
』
を
め
ぐ
る
問
題
点

表
野

和
江（
鶴
見
大
学
）

『
禅
真
逸
史
』（
全
称
『
新
鐫
批
評
出
像
通
俗
奇
侠
禅
真
逸
史
』）
は
、
巻
頭
「
清
溪
道
人
編
次
／
心
心
僊
侶
評
訂
」
と
題
し
、
南
北
朝
か
ら
初
唐
を
時
代
背
景

に
僧
林
澹
然
と
門
徒
の
活
躍
を
描
い
た
、
八
巻
四
十
回
か
ら
な
る
神
魔
小
説
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
天
啓
年
間
原
刊
本
と
さ
れ
る
杭
州
爽
閣
主
人
刻
本
お
よ

び
そ
の
覆
刻
本
・
翻
刻
本
が
、
あ
わ
せ
て
十
種
以
上
現
存
す
る
ほ
か
、
清
末
に
少
な
く
と
も
三
度
に
わ
た
っ
て
禁
書
と
な
っ
た
後
も
改
題
し
て
出
版
さ
れ
る
な

ど
、
高
い
人
気
を
得
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
に
は
、
同
じ
作
者
に
よ
る
続
編
『
禅
真
後
史
』（
全
称
『
新
鐫
批
評
出
像
通
俗
演
義

禅
真
後
史
』）
十
巻
六
十
回
も
作
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
同
じ
く
杭
州
の
書
肆
で
、
白
話
短
編
小
説
集
『
型
世
言
』
の
評
者
・
刊
行
者
と
し
て
名
高
い
陸
雲
龍
（
一
五

八
七
―
一
六
六
六
）
の
書
坊
崢
霄
館
が
刊
行
し
た
。

作
者
の
清
溪
道
人
は
、
序
の
署
名
「
 水
方
汝
浩
清
溪
道
人
」
に
よ
り
名
は
方
汝
浩
と
知
れ
、「
 水
」
を
河
南
洛
陽
の
人
、
ま
た
浙
江
蘭
渓
一
帯
の
人
と
す
る

説
が
あ
る
が
、
生
平
は
不
明
で
あ
る
。
著
に
『
禅
真
逸
史
』『
禅
真
後
史
』
の
ほ
か
、
戯
曲
・
散
曲
の
選
本
『
纏
頭
百
練
』
と
そ
の
続
編
『
纏
頭
百
練
二
集
』
の

選
者
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
崇
禎
八
年
蘇
州
萬
巻
楼
刊
の
神
魔
小
説
『
東
度
記
』
の
作
者
「
滎
陽
清
溪
道
人
」（
滎
陽
は
河
南
鄭
州
）
も
異

論
は
あ
る
も
の
の
一
般
に
方
汝
浩
と
さ
れ
る
。

刊
行
者
爽
閣
主
人
夏
履
先
に
よ
る
「
禅
真
逸
史
凡
例
」
に
は
、
清
溪
道
人
か
ら
見
せ
ら
れ
た
本
書
の
文
章
が
素
晴
ら
し
く
、
そ
こ
で
共
に
編
次
評
訂
し
梓
に

付
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
評
訂
者
の
「
心
心
僊
侶
」
は
夏
履
先
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
夏
履
先
の
刊
行
書
は
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
の
刊
行

に
つ
い
て
も
詳
し
い
こ
と
は
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

本
発
表
で
は
、『
禅
真
逸
史
』
の
刊
行
に
実
は
陸
雲
龍
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
新
た
な
事
実
を
指
摘
し
て
、
本
書
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
の
誤
り
を
補
訂
す

る
と
と
も
に
、
方
汝
浩
と
そ
の
活
動
の
実
態
を
考
察
す
る
。
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隋
唐
『
詩
』
学
の
一
側
面
―
―
劉
迅
「
説
詩
三
千
言
」
を
手
掛
か
り
と
し
て

髙
崎

駿
士（
東
北
大
学
大
学
院
）

隋
唐
『
詩
』
学
の
展
開
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
唐
代
初
期
の
『
毛
詩
正
義
』
の
編
纂
・
頒
布
に
よ
り
経
義
が
統
一
さ
れ
て
自
由
な
議
論
が
停
滞
し
た

が
、
唐
代
中
期
以
降
に
、
古
文
復
古
の
言
説
と
連
関
し
て
、
成
伯
瑜
（
生
卒
年
不
詳
）
の
『
毛
詩
指
説
』、
施
士
丐
（
生
卒
年
不
詳
）
の
詩
説
、
韓
愈
（
七
六
八

―
八
二
四
）
の
「
詩
之
序
議
」
な
ど
、『
詩
』
学
の
疑
経
疑
伝
の
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
報
告
で
取
り
上
げ
る
劉
迅
（
生
卒
年
不
詳
）
は
、『
史
通
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
劉
知
幾
（
六
六
一
―
七
二
一
）
の
息
子
で
、
中
唐
期
の
古
文
復
興
の

文
壇
を
率
い
た
元
徳
秀
（
六
九
六
―
七
五
四
）、
李
華
（
七
一
五
？
―
七
七
四
？
）、
蕭
穎
士
（
七
一
七
―
七
六
〇
）
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
劉
迅

に
は
「
迅
続
詩
・
書
・
春
秋
・
礼
・
楽
五
説
」（『
新
唐
書
』
巻
一
三
二
・
劉
迅
伝
）
と
、
経
典
に
継
ご
う
と
し
た
著
作
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
劉
迅
か
ら
や
や
時

代
を
下
り
、
李
行
修
（
生
卒
年
不
詳
・
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
の
進
士
）
の
「
請
置
詩
学
博
士
書
」（『
唐
文
粹
』
卷
二
十
六
上
）
で
は
、
当
時
の
『
詩
』
学
衰

退
に
言
及
す
る
際
に
、
劉
迅
の
『
詩
』
に
関
す
る
言
説
を
「
説
詩
三
千
言
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
当
時
『
詩
』
を
学
ぶ
人
々
に
尊
ば
れ
て
い
た
状
況
を
指
摘
し
て
、

伝
統
的
経
学
の
乱
れ
と
し
て
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
ほ
ど
、
影
響
力
の
あ
っ
た
著
作
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
劉
迅
の
著
作
は
す
で
に
散
佚
し
て
伝
わ
ら
ず
、

そ
の
内
容
は
、
南
宋
・
王
應
麟
（
一
二
二
三
―
一
二
九
六
）
の
『
困
学
紀
聞
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
楽
府
詩
を
取
り
上
げ
て
「
雅
章
」
と
「
国
風
」
に
分
類
し
た

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

劉
迅
が
「
説
詩
三
千
言
」
を
著
し
た
学
術
的
思
想
的
な
背
景
と
意
義
は
、
隋
末
の
王
通
（
五
八
四
―
六
一
八
）
の
『
続
詩
』
と
の
類
似
性
や
、
古
文
運
動
の

潮
流
と
の
関
連
性
、
唐
代
楽
府
詩
の
展
開
な
ど
と
関
わ
り
、
複
層
性
を
帯
び
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
劉
迅
「
説
詩
三
千
言
」
に
関
わ
る
言
説
の
整
理
を
通
し
て
、
隋
唐
期
の
『
詩
』
学
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ
る
。
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張
恨
水
「
平
滬
通
車
」「
蜀
道
難
」
に
お
け
る
女
性
と
移
動
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て

神
谷

ま
り
子（
日
本
大
学
）

10
一
九
三
五
年
に
近
代
中
国
初
の
総
合
旅
行
雑
誌
『
旅
行
雑
誌
』
に
連
載
さ
れ
た
張
恨
水
「
平
滬
通
車
」
は
、
長
江
を
列
車
ご
と
渡
る
フ
ェ
リ
ー
の
導
入
に
よ

っ
て
直
通
に
な
っ
た
ば
か
り
の
北
平
―
上
海
間
の
旅
を
舞
台
に
し
た
小
説
で
あ
る
。
寝
台
切
符
を
手
に
入
れ
ら
れ
ず
に
い
た
美
し
い
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
、
柳
繫
春

に
眼
を
つ
け
た
金
満
銀
行
家
の
胡
子
雲
が
、
や
が
て
彼
女
に
全
資
産
を
奪
わ
れ
て
破
滅
す
る
ま
で
を
描
い
た
こ
の
サ
ス
ペ
ン
ス
・
ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
背
景
に
各

地
の
名
産
品
や
居
心
地
の
良
い
一
等
車
、
食
堂
車
に
関
す
る
描
写
な
ど
、
鉄
道
旅
行
の
最
新
事
情
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
作
品
は
旅
行
文
化
の
発
展

を
目
的
と
し
た
雑
誌
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
「
旅
行
指
南
」
の
側
面
を
持
つ
一
方
で
、
民
国
初
期
社
会
小
説
に
お
い
て
見
ら
れ
た
女
詐
欺
師
像
を
下
地
に
、
階

級
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
境
界
を
自
由
に
横
断
す
る
近
代
女
性
の
表
出
す
る
契
機
と
し
て
の
鉄
道
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

旅
は
有
閑
階
級
に
と
っ
て
の
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
中
戦
争
の
本
格
化
に
伴
い
、
わ
ず
か
数
年
後
に
は
戦
時
下
の
避
難
や
民
族
大
移
動
を
意

味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
雑
誌
に
連
載
さ
れ
た
張
恨
水
「
蜀
道
難
」（
一
九
三
九
年
）
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
単
身
南
京
を
出
発
し
、

漢
口
か
ら
宜
昌
、
そ
し
て
重
慶
へ
と
船
で
避
難
し
よ
う
と
す
る
若
き
女
性
、
白
玉
貞
の
三
峡
旅
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
先
々
で
遭
遇
す
る
数
々
の
困
難
と
、

彼
女
に
露
骨
な
下
心
を
寄
せ
る
男
性
、
馮
子
安
に
反
感
を
抱
き
な
が
ら
も
そ
の
支
援
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
心
境
を
描
き
出
し
た
。
と
も
に
女
性
の
一
人
旅
を

描
い
た
「
平
滬
通
車
」
と
「
蜀
道
難
」
は
、
重
な
り
合
う
人
物
像
や
設
定
を
有
し
な
が
ら
も
、
後
者
で
は
外
界
を
旅
の
光
景
と
し
て
眺
め
る
ま
な
ざ
し
と
同
時

に
、
危
険
と
混
乱
に
満
ち
た
戦
時
下
に
あ
っ
て
そ
れ
を
不
謹
慎
と
捉
え
る
正
反
対
の
視
線
を
も
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
日
中
戦
争

勃
発
前
後
に
お
い
て
『
旅
行
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
張
恨
水
に
よ
る
二
つ
の
小
説
を
取
り
上
げ
、
女
性
と
移
動
の
表
象
が
持
つ
意
味
と
、
そ
れ
ら
が
張
恨
水
文

学
に
与
え
た
役
割
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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義
堂
周
信
と
偈
頌
の
総
集
「
貞
和
集
」
に
つ
い
て

太
田

亨（
広
島
大
学
）

義
堂
周
信
（
一
三
二
五
〜
一
三
八
八
）
は
、
中
世
禅
林
を
代
表
す
る
禅
僧
で
あ
る
。
そ
の
詩
文
集
『
空
華
集
』・
日
記
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
は
、
義
堂

の
思
想
及
び
当
時
代
の
禅
林
の
様
相
を
色
濃
く
示
し
て
い
る
た
め
、
研
究
対
象
と
し
て
頻
繁
に
利
用
・
引
用
さ
れ
て
い
る
。
義
堂
は
二
書
の
他
に
も
偈
頌
の
選

集
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』（
略
称
「
新
撰
貞
和
集
」）
と
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』（
略
称
「
重
刊
貞
和
集
」）
を
編
ん
で
お
り
、
両
書
は

と
も
に
五
山
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
朝
倉
尚
氏
が
「
新
撰
貞
和
集
」
と
「
重
刊
貞
和
集
」
を
研
究
対
象
と
し
、
二
書
の
詳
細
な
書
誌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（『
禅
林
の
文
学
―
「
偈
頌
の

総
集
」「
詩
の
総
集
」
の
基
礎
研
究
』
所
収
）。
義
堂
は
二
三
歳
の
時
に
既
に
偈
頌
の
総
集
「
貞
和
集
」
の
原
稿
を
草
し
、
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
一
三
七
〇
年
頃
に
義
堂
の
承
諾
を
得
ず
に
「
新
撰
貞
和
集
」
が
刊
行
さ
れ
て
し
ま
う
。
意
に
沿
わ
な
い
点
が
あ
っ
た
た
め
、
刻
工
者
に
不
満
を

表
す
義
堂
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
か
不
十
分
な
点
を
補
完
し
、
改
め
て
刊
行
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
そ
の
意
が
実
行
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
死
の
直
前
で
あ
り
、

絶
海
中
津
に
「
重
刊
貞
和
集
」
の
原
稿
を
託
し
て
亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
義
堂
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
貞
和
集
」
の
刊
行
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

義
堂
が
「
新
撰
貞
和
集
」
の
不
備
を
歎
い
た
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
補
完
を
行
い
、「
重
刊
貞
和
集
」
を

編
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。「
新
撰
貞
和
集
」
に
は
二
三
七
〇
首
、「
重
刊
貞
和
集
」
に
は
二
九
九
九
首
の
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
二
書
に
重
複
す
る
偈
頌
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
書
に
し
か
存
在
し
な
い
偈
頌
が
存
す
る
。
本
発
表
で
は
、「
新
撰
貞
和
集
」
と
「
重
刊
貞
和
集
」
の
比
較
を
通
じ
て
、
義
堂
が
望
ん
だ
偈
頌

の
総
集
「
貞
和
集
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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『
江
湖
集
夾
山
鈔
』
所
引
の
江
西
龍
派
「
続
翠
抄
」
に
お
け
る
「
句
面
」
と
「
句
中
」

武

清
陽（
京
都
大
学
大
学
院
）

宋
末
元
初
の
禅
僧
の
詩
偈
選
集
で
あ
り
、
蜀
僧
松
坡
宗
憩
（
生
没
年
不
詳
）
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
江
湖
風
月
集
』
は
、
中
国
本
土
で
は
す
で
に
亡
佚
し

た
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
日
本
に
伝
来
し
た
後
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
禅
林
に
お
い
て
広
く
読
ま
れ
た
。

室
町
時
代
中
期
以
降
、『
江
湖
風
月
集
』
講
義
が
盛
ん
に
な
り
、
数
多
く
の
抄
物
が
作
成
さ
れ
た
。
五
山
僧
の
江
西
龍
派
（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
、
号
続

翠
）
の
講
義
録
も
ま
た
『
江
湖
集
鈔
』（
以
下
「
続
翠
抄
」
と
略
称
）
と
し
て
整
理
・
編
纂
さ
れ
た
。
し
か
し
現
在
、「
続
翠
抄
」
全
本
は
伝
わ
ら
ず
、
後
代
の

注
釈
書
に
引
用
さ
れ
た
部
分
を
通
じ
て
そ
の
内
容
の
一
部
を
窺
う
ほ
か
な
い
。
現
存
す
る
『
江
湖
風
月
集
』
の
抄
物
の
中
で
、
江
西
龍
派
の
講
義
を
最
も
よ
く

伝
え
る
も
の
の
一
つ
に
、『
江
湖
集
夾
山
鈔
』（
万
治
二
年
〔
一
六
五
九
〕
刊
、
以
下
『
夾
山
抄
』
と
略
称
）
が
あ
り
、
そ
の
序
文
に
「
句
中
義
者
、
盡
引
續
翠

講
義
」
と
明
言
す
る
。

『
夾
山
抄
』
所
引
の
「
続
翠
抄
」
に
は
、「
句
面
」
と
「
句
中
」
の
語
が
頻
繁
に
現
れ
る
。
江
西
龍
派
は
、
詩
偈
に
お
け
る
具
体
的
な
詩
語
や
典
故
（
＝
「
句

面
」）
と
、
奥
深
く
に
含
ま
れ
る
詩
意
（
＝
「
句
中
」）
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
明
確
に
区
別
・
併
用
し
な
が
ら
、
詩
偈
を
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
江
西

龍
派
の
杜
甫
詩
講
義
を
抄
出
し
た
『
杜
詩
続
翠
抄
』
に
も
詩
作
の
「
底
意
」
に
関
す
る
注
釈
が
見
ら
れ
る
が
、
禅
宗
思
想
の
注
釈
が
極
め
て
多
い
「
続
翠
抄
」

と
は
異
な
る
部
分
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
句
面
」
と
「
句
中
」
は
、『
江
湖
風
月
集
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
偈
の
宗
教
的
な
要
素
と
文
学
的
な
要
素
を
扱

う
た
め
の
新
し
い
解
釈
方
法
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
発
表
で
は
、『
夾
山
抄
』
所
引
の
「
続
翠
抄
」
に
お
け
る
「
句
面
」
と
「
句
中
」
の
用
例
を
検
討
し
た
上
で
、
禅
僧
の
詩
偈
選
集
に
対
す
る
注
釈
と
し
て

の
「
続
翠
抄
」
の
特
徴
お
よ
び
室
町
時
代
の
抄
物
に
現
れ
た
同
様
の
解
釈
方
法
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
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『
四
河
入
海
』
に
お
け
る
林
希
逸
『
鬳
斎
口
義
』
の
受
容

瀧

康
秀（
清
泉
女
学
院
高
等
学
校
）

南
宋
、
林
希
逸
に
よ
る
老
・
荘
・
列
三
子
の
注
釈
書
『
鬳
斎
口
義
』
は
、
我
が
国
で
は
五
山
の
禅
僧
に
よ
っ
て
受
容
が
始
ま
り
、
江
戸
期
を
通
じ
て
盛
ん
に

読
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
受
容
の
初
期
に
お
い
て
、
五
山
僧
は
如
何
様
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
。

『
四
河
入
海
』
は
、
太
岳
周
崇
（
一
三
四
五
〜
一
四
二
三
、『
翰
苑
遺
芳
』）・
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
〜
一
四
七
三
、『

説
』）・
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
一
〜

一
四
八
九
、
一
韓
智

の
聞
書
き
『
蕉
雨
余
滴
』）・
万
里
集
九
（
一
四
二
八
〜
？
『
天
下
白
』）
に
よ
る
蘇
詩
の
講
説
を
集
め
た
も
の
で
、
笑
雲
清
三
が
天
文

三
（
一
五
三
四
）
年
に
自
説
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
、
百
冊
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。
蘇
詩
は
儒
・
釈
・
道
の
諸
書
に
基
づ
く
表
現
を
数
多
く
用
い
、
道
家
に
お

い
て
は
と
く
に
『
荘
子
』
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
『
四
河
入
海
』
で
は
、『
荘
子
』
を
中
心
に
、
道
家
の
書
に
由
来
す

る
表
現
に
関
す
る
講
説
が
多
数
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
山
僧
が
『
鬳
斎
口
義
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
き
た
か
、

と
い
う
こ
と
の
一
端
を
探
り
た
い
。

大
岳
の
『
翰
苑
遺
芳
』
は
、
王
状
元
本
不
掲
載
の
優
れ
た
注
を
集
め
る
こ
と
に
特
化
し
て
お
り
、
追
随
す
る
他
の
講
説
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
岳
と
瑞
渓
で
は
一
世
代
の
隔
た
り
が
あ
り
、
瑞
渓
と
桃
源
・
万
里
に
お
い
て
も
同
様
の
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
し
て
桃
源
は
瑞
渓
の
講
筵
に
参
じ
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
で
、
笑
雲
は
一
韓
に
師
事
し
て
い
る
。
か
か
る
諸
講
説
の
性
格
の
違
い
、
講
説
年
代
の
差
異
や
、
講
説
者
相
互
の
関
係
の
遠
近
な
ど
が
、『
鬳
斎
口
義
』

の
受
容
に
お
い
て
も
一
定
の
特
徴
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

ま
た
、
諸
講
説
が
、
郭
象
注
・
成
玄
英
疏
等
、
既
存
の
注
釈
と
『
鬳
斎
口
義
』
と
を
如
何
に
取
捨
選
択
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

さ
ら
に
、『
鬳
斎
口
義
』
に
お
け
る
蘇
詩
理
解
を
、
講
説
者
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。
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伊
藤
仁
斎
『
春
秋
』
観
の
再
考
察
―
―
『
春
秋
経
伝
通
解
』
に
お
け
る
中
国
『
春
秋
』
説
の
受
容
を
手
が
か
り
に

于

昊
甬（
東
京
大
学
大
学
院
）

『
春
秋
経
伝
通
解
』
は
伊
藤
仁
斎
が
儒
教
経
典
の
『
春
秋
』
に
『
左
伝
』
を
抜
粋
し
て
経
文
の
下
に
配
置
し
、
晋
の
杜
預
『
春
秋
経
伝
集
解
』
と
南
宋
の
林

尭
叟
『
春
秋
経
左
氏
伝
句
解
』
を
経
伝
注
の
骨
組
み
と
し
て
用
い
て
作
っ
た
未
完
成
の
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
の
中
で
仁
斎
は
『
左
伝
』
学
の
立
場
を
保
ち
つ
つ
、

宋
・
元
・
明
の
『
春
秋
』
諸
説
を
深
く
受
け
入
れ
独
自
の
『
春
秋
』
認
識
を
組
み
立
て
た
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
杜
預
の
「
義
例
説
」
の
改
造
、
及
び
北
宋

の
胡
安
国
『
春
秋
伝
』
の
引
用
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
杜
預
は
『
左
伝
』
か
ら
見
た
『
春
秋
』
経
文
の
書
き
方
（「
義
例
」）
を
伝
文
で
「
凡
」
と
書
き
始
め
る

「
凡
例
」
と
「
故
書
」「
書
曰
」「
不
書
」
な
ど
と
書
き
始
め
る
「
変
例
」
と
の
二
種
類
に
見
分
け
、「
凡
例
」
を
周
公
に
、「
変
例
」
を
孔
子
に
属
さ
せ
た
が
、

仁
斎
は
元
の
趙

『
春
秋
左
氏
伝
補
注
』
と
明
の
湛
若
水
『
春
秋
正
伝
』
の
説
を
受
け
、「
凡
例
」
を
「
周
公
の
典
礼
」
か
ら
「
史
官
の
旧
法
」
に
、「
変
例
」

を
「
孔
子
の
意
」
か
ら
「
史
官
の
意
」
に
見
直
し
、
孔
子
が
経
文
に
対
す
る
「
作
者
権
」
を
排
除
し
『
春
秋
』
の
史
書
性
を
強
く
固
め
た
。『
春
秋
』
の
「
原

作
」
で
あ
る
『
魯
春
秋
』
は
孔
子
の
前
に
既
に
「
魯
国
の
一
経
」
と
し
て
成
立
し
た
と
認
め
た
仁
斎
は
、
如
何
に
し
て
『
春
秋
』
の
経
書
性
を
史
書
性
と
両
立

さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
に
直
面
し
た
結
果
、
胡
安
国
『
春
秋
伝
』
に
立
脚
し
て
『
左
伝
』
を
再
解
釈
し
杜
預
ら
の
左
氏
家
の
注
釈
を
取
捨
選
択
す
る
一
方
、
史

実
へ
の
「
史
論
」
と
し
て
胡
氏
伝
の
経
解
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
記
録
そ
の
も
の
に
含
ま
れ
る
、
あ
る
事
件
自
体
の
時
空
を
超
え
た
よ
り
普
遍
的

な
倫
理
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
引
用
書
目
か
ら
見
れ
ば
、
最
古
稿
本
、
古
義
堂
文
庫
所
蔵
の
「
改
修
本
」
は
通
説
の
天
和
三
年
で
は
な
く
元
禄
年
間
の
成

立
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
春
秋
経
伝
通
解
』
は
仁
斎
の
晩
年
の
『
春
秋
』
定
説
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
春
秋
』
の
「
天
変
地
異
」
に
対
し

て
仁
斎
が
胡
氏
伝
の
説
を
選
別
し
て
「
恐
懼
修
省
」
に
注
目
し
注
釈
し
た
こ
と
は
、
そ
の
天
道
観
と
の
関
わ
り
を
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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清
儒
呉
英
の
徂
徠
学
受
容
―
―
『
論
語
』
の
「
舜
禹
之
有
天
下
」
章
を
中
心
に

蒋

薫
誼（
東
京
大
学
）

荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
が
十
九
世
紀
前
後
に
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
最
も
早
く
そ
れ
を
利
用
し
た
の
が
江
蘇
の
地
方
知
識
人
の
呉
英
で
あ
っ
た
。

藤
塚
鄰
「
物
徂
徠
の
論
語
徴
と
清
朝
の
経
師
」（『
支
那
学
研
究
』
第
四
編
、
一
九
三
五
）
は
、
呉
英
の
『
有
竹
石
軒
経
句
説
』（
以
下
、『
経
句
説
』）
と
『
論

語
徴
』
と
の
関
連
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
が
、
文
献
学
的
研
究
に
と
ど
ま
り
、『
論
語
徴
』
の
中
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
述
べ
て
い
な
い
。
そ

の
後
の
先
行
研
究
も
藤
塚
論
文
に
依
拠
す
る
の
み
で
、『
経
句
説
』
の
内
容
や
徂
徠
と
呉
英
の
思
想
的
な
交
流
を
本
格
的
に
分
析
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

呉
英
と
息
子
の
呉
志
忠
は
『
四
書
章
句
集
注
』
の
重
要
校
訂
本
（
呉
氏
刊
本
）
の
校
訂
者
で
も
あ
る
が
、
呉
氏
刊
本
の
呉
英
が
『
経
句
説
』
の
著
者
と
同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、『
四
書
章
句
集
注
』
呉
氏
刊
本
と
そ
の
付
録
（
呉
氏
父
子
の
「
考
序
」・「
定
本
辨
」
及
び
『
附

考
』）
も
視
野
に
入
れ
、
呉
英
の
学
問
的
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
筆
者
は
『
経
句
説
』
に
お
け
る
『
論
語
徴
』
を
引
用
し
た
箇
所
を
新
た
に
三
つ
発
見
し
た
。
本
論
文
で
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、『
論
語
』
の
「
舜
禹

之
有
天
下
」
章
の
解
釈
を
例
に
、
呉
英
が
徂
徠
の
『
論
語
』
解
釈
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
後
者
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
た
か
を
解
明
す
る
。

結
論
と
し
て
、「
舜
禹
之
有
天
下
」
章
へ
の
徂
徠
解
釈
は
、
彼
の
特
徴
的
な
「
聖
人
制
作
説
」、「
道
は
礼
楽
」
説
、
及
び
孟
子
批
判
を
論
じ
る
重
要
な
箇
所

で
あ
る
。
呉
英
は
徂
徠
独
自
の
「
道
」
の
定
義
を
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
解
釈
は
徂
徠
が
開
い
た
方
向
に
従
っ
て
い
た
。

呉
英
は
、『
論
語
徴
』
に
お
け
る
「
聖
人
制
作
説
」
や
「
道
は
礼
楽
」
説
に
関
す
る
箇
所
に
注
目
し
た
人
物
で
あ
り
、
徂
徠
の
孟
子
批
判
に
答
え
た
唯
一
の

清
儒
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
と
中
国
の
思
想
交
流
、
と
り
わ
け
徂
徠
学
の
中
国
受
容
を
考
察
す
る
上
で
、
呉
英
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
言
え

る
。
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「
徂
徠
山
人
外
集
」
と
そ
の
漢
籍
版
本
に
つ
い
て

堀
尾

裕
真（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

江
戸
中
期
の
儒
者
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
が
中
年
の
頃
に
著
し
た
『
読
荀
子
』『
読
韓
非
子
』『
読
呂
氏
春
秋
』
の
三
部
作
は
、「
徂
徠
山

人
外
集
」
と
し
て
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
部
作
は
、
徂
徠
が
多
数
の
明
代
漢
籍
を
購
入
し
た
と
さ
れ
る
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
年
）
か
ら
六
年
（
一

七
〇
九
年
）
に
成
立
し
た
も
の
で
、
徂
徠
四
十
歳
頃
の
学
問
的
態
度
が
窺
え
る
注
釈
書
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、「
徂
徠
山
人
外
集
」
三
部
作
の
成
立
を
概
観
し
、
徂
徠
が
注
釈
す
る
際
に
読
ん
だ
漢
籍
三
種
（『
荀
子
』『
韓
非
子
』『
呂
氏
春
秋
』）
の
版
本

特
定
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
の
徂
徠
研
究
で
は
刊
本
分
析
が
主
で
あ
り
、
著
述
の
書
誌
は
先
例
に
倣
う
ま
ま
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
著
述
の
年
代

比
定
に
各
序
跋
や
『
徂
徠
集
』
所
収
の
書
簡
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
自
筆
本
が
す
ぐ
に
閲
覧
で
き
な
い
こ
と
、
写
本
が
全
国
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
河
出
書
房
新
社
刊
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
三
巻
「
解
題
」
に
お
い
て
、
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
―
一
七
五
九
）
の
「
物
夫
子
著
述
書
目
記
」
に
あ
る
「
右
の

六
部
は
中
歳
の
作
に
し
て
、
未
だ
成
ら
ざ
る
者
、
或
い
は
端
を
起
し
て
竟
へ
ざ
る
者
、
必
ず
当
に
刪
定
を
竢
ち
て
然
る
後
に
人
に
視
す
べ
き
者
な
り
」
と
の
記

述
に
従
い
刊
本
を
優
先
す
る
立
場
が
示
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
三
部
作
は
注
釈
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
籍
諸
版
本
と
の
比
較
が
一
部
に
留

ま
っ
て
い
た
。

書
誌
学
的
・
文
献
学
的
側
面
か
ら
の
分
析
は
、
徂
徠
著
述
の
成
立
時
期
や
そ
の
著
述
に
影
響
を
与
え
た
文
献
の
解
明
に
つ
な
が
り
、
徂
徠
の
学
問
的
転
換
期

や
徂
徠
学
に
お
け
る
学
問
観
を
よ
り
鮮
明
に
把
握
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

版
本
の
特
定
は
以
下
の
方
法
で
行
っ
た
。
ま
ず
先
行
研
究
や
目
録
を
用
い
て
漢
籍
諸
版
本
を
調
査
し
、
一
覧
表
と
し
て
整
理
し
た
。
次
に
、
三
部
作
に
見
ら

れ
る
徂
徠
が
言
及
す
る
評
注
者
の
名
前
や
、
日
本
に
お
け
る
漢
籍
輸
入
状
況
等
か
ら
該
当
す
る
版
本
を
選
別
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
徂
徠
以
後
の

諸
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
記
述
を
参
照
し
て
、
徂
徠
が
閲
読
し
た
版
本
を
特
定
し
た
。
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山
本
北
山
の
『
尚
書
』
学
―
―
『
古
文
尚
書
勤
王
師
』
を
中
心
に

湯

青
妹（
九
州
大
学
大
学
院
）

『
尚
書
』
は
五
経
の
一
つ
で
あ
り
、
儒
教
思
想
の
根
幹
に
位
置
す
る
経
書
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
儒
教
文
化
圏
に
属
す
る
日
本
に
お
い
て
も
、『
尚
書
』
は
重

要
な
典
籍
と
見
な
さ
れ
、
古
来
、『
尚
書
』
の
読
解
や
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
江
戸
時
代
に
は
、
日
本
に
お
け
る
経
書
読
解
の
水
準
も
高
ま
り
、
経
学

研
究
も
大
き
く
進
展
し
た
。『
尚
書
』
研
究
も
例
外
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
江
戸
時
代
の
『
尚
書
』
学
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
研

究
対
象
が
古
学
派
や
考
証
学
派
の
『
尚
書
』
学
に
偏
り
、
他
の
学
派
の
『
尚
書
』
学
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
折
衷
学

派
の
山
本
北
山
（
一
七
五
二
―
一
八
一
二
）
は
、『
孝
経
』
研
究
で
著
名
で
あ
る
が
、
実
は
『
尚
書
』
に
関
す
る
著
作
も
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
、『
古
文
尚
書

勤
王
師
』
は
、
彼
が
生
涯
で
最
も
心
血
を
注
い
で
著
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
『
尚
書
』
学
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
だ
と

言
え
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
従
来
、
彼
の
『
尚
書
』
学
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
山
本
北
山
の

『
古
文
尚
書
勤
王
師
』
を
研
究
対
象
と
し
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

（
１
）
本
書
の
体
裁
、
構
成
、
内
容
、
及
び
流
通
状
況
に
つ
い
て
。（
２
）
本
書
は
、
孔
穎
達
、
閻
若

、
毛
奇
齢
、
王
鳴
盛
な
ど
中
国
の
学
者
の
学
説
や
見

解
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し
、
評
価
し
て
い
る
の
か
。（
３
）
本
書
の
『
尚
書
』
研
究
と
し
て
の
特
徴
、
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

こ
う
し
た
『
古
文
尚
書
勤
王
師
』
に
関
す
る
検
討
を
通
し
て
、
山
本
北
山
の
『
尚
書
』
学
と
中
国
の
『
尚
書
』
学
と
の
異
同
、
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
山
本
北
山
の
『
尚
書
』
観
と
学
問
的
性
格
を
解
明
し
た
い
。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
蘇
軾
の
史
論
の
争
い
―
―
漢
文
伝
播
の
二
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
考
察謝

文
君
（
北
京
大
学
中
国
古
文
献
研
究
中
心
）

江
戸
文
人
に
よ
る
蘇
軾
の
史
論
に
関
す
る
文
法
と
思
想
の
論
争
に
お
い
て
、選
本
と
話
題
の
二
つ
の
漢
文
伝
播
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

選
本
伝
播
と
は
、
文
章
の
選
択
を
通
じ
て
典
範
を
固
定
化
す
る
過
程
で
あ
る
。
一
六
種
類
の
日
中
選
本
の
統
計
に
基
づ
き
、
江
戸
時
代
に
蘇
軾
の
史
論
の
中

で
重
視
さ
れ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
篇
目
は
、「
范
增
論
」「
留
侯
論
」「
伊
尹
論
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
積
極
的
に
受
容
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
中
国
の
選

本
に
収
録
さ
れ
た
各
家
の
「
留
侯
論
」
に
対
す
る
評
論
が
、
江
戸
文
人
の
思
考
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
文
人
が
「
留
侯
論
」
に
つ
い
て

の
議
論
も
、
圯
上
老
人
の
物
語
が
写
実
的
か
象
徴
的
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
消
極
的
に
受
容
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
皆
川
淇
園

の
『
欧
蘇
文
弾
』
で
あ
る
。
彼
の
選
文
で
は
『
文
章
軌
範
』
を
底
本
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
主
に
「
范
増
論
」「
留
侯
論
」
な
ど
で
蘇
軾
の
文
法
を
批

判
し
、
選
本
伝
播
の
権
威
に
挑
戦
す
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

話
題
伝
播
と
は
、
注
目
さ
れ
る
話
題
に
対
す
る
議
論
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
典
範
が
改
め
て
選
択
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
伊
尹
論
」
が
一
六
種

類
の
日
中
選
本
で
頻
繁
に
収
録
さ
れ
る
が
、
江
戸
の
文
人
の
関
心
を
引
か
な
か
っ
た
。
一
方
、
江
戸
社
会
は
忠
孝
や
公
私
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
た
め
、

中
国
の
選
本
で
は
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
「
論
武
王
」「
論
伍
子
胥
」
が
江
戸
の
文
人
に
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
史
論
は
松
崎
蘭
谷

の
『
唐
宋
名
家
歴
代
史
論
奇
鈔
』
に
収
録
さ
れ
、
新
た
な
史
論
の
典
範
と
な
り
、
当
時
の
人
々
が
こ
の
二
つ
の
史
論
の
文
法
を
深
く
考
察
す
る
と
い
う
可
能
性

を
提
供
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

要
す
る
に
、「
伝
播
地
域
の
話
題
↓
伝
播
地
域
の
選
本
↓
伝
播
地
域
と
受
容
地
域
の
話
題
↓
受
容
地
域
の
選
本
」
と
い
う
伝
播
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
末
端

の
「
受
容
地
域
の
選
本
」
が
「
伝
播
地
域
の
話
題
と
受
容
地
域
の
話
題
」
の
両
方
か
ら
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
最
も
複
雑
な
情
報
を
含
ん
で
い
て
、
中

国
文
学
が
海
外
で
受
容
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
課
題
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
は
ず
で
あ
る
。
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日
本
近
代
の
塡
詞
作
品
に
み
え
る
「
稼
軒
体
」
に
つ
い
て

王

書
凝（
関
西
大
学
大
学
院
）

森
川
竹
磎
（
一
八
六
九
〜
一
九
一
七
）
は
、
大
正
二
年
一
〇
月
（
一
九
一
三
）
に
雑
誌
「
詩
苑
」
を
創
刊
し
、
森
川
の
死
没
に
よ
っ
て
中
断
す
る
ま
で
四
十

八
集
を
発
行
し
た
。「
詩
苑
」
は
、
森
川
竹
磎
の
『
詞
律
大
成
』
を
連
載
す
る
と
と
も
に
「
詞
」
欄
を
設
け
、
日
中
の
塡
詞
作
品
を
掲
載
し
た
。
そ
こ
に
は
三

十
五
名
、
二
百
八
十
一
首
の
塡
詞
作
品
が
あ
り
、
近
代
日
本
の
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
の
創
作
の
実
態
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
填
詞
の
諸
作
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
発
表
で
は
、
蘇
軾
と
と
も
に
「
蘇
辛
」
と
併
称
さ
れ
、「
豪
放
派
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
辛
棄
疾
（
稼
軒
）
と
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
際
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
竹
磎
が
明
・
毛

晋
の
『
宋
六
十
名
家
詞
』
に
よ
っ
て
辛
稼
軒
の
詞
を
集
中
的
に
読
ん
で
い
る
こ
と
。
②
「
詩
苑
」
で
、
高
野
竹
隠
が
竹
磎
の
作
を
「
稼
軒
遺
響
」
と
評
し
、
竹

隠
も
竹
磎
を
「
稼
軒
身
替
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
。
③
戸
田
静
学
が
自
作
詞
の
詞
牌
の
下
に
「
效
稼
軒
体
」
と
注
記
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
竹
磎
が
静
学
を

「
宋
代
稼
軒
、
清
初
陳
髯
（
陳
維
崧
）、
的
是
夫
君
替
身
」
と
賞
賛
し
て
い
る
こ
と
。
④
明
治
・
大
正
期
の
大
阪
の
漢
詩
人
・
画
家
、
藤
本
煙
津
（
一
八
三
六

〜
一
九
二
六
）
は
詞
作
を
よ
く
し
、「
詩
苑
」
所
載
の
三
十
七
首
の
う
ち
に
稼
軒
詞
と
の
つ
な
が
り
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
。
と
く
に
、
煙
津
は
詞
体
・
詞
律

の
面
で
ほ
か
の
宋
詞
人
で
は
な
く
稼
軒
詞
に
範
を
求
め
て
い
た
こ
と
。

「
稼
軒
体
」
と
い
う
呼
称
の
前
身
で
あ
る
「
辛
体
」
は
、
宋
の
岳
珂
『

史
』（
巻
二
）
に
見
え
、
極
め
て
早
い
時
期
か
ら
稼
軒
詞
は
そ
れ
独
自
の
ス
タ
イ
ル

を
持
つ
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
日
本
近
代
の
塡
詞
作
品
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
稼
軒
詞
の
受
容
の
あ

り
方
を
考
察
し
、
さ
ら
に
日
本
の
詞
人
に
と
っ
て
の
「
稼
軒
体
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
中
国
詞
史
に
お
け
る
「
稼
軒
体
」
の
評
価
に

つ
い
て
も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
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望
山
卜
筮
祭
祷
簡
の
祭
祀
体
系
―
―
包
山
卜
筮
祭
祷
簡
と
比
較
し
て

趙

珊（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
六
六
年
に
か
け
て
、
湖
北
省
江
陵
県
望
山
一
号
墓
か
ら
、
越
王
勾
践
剣
な
ど
の
重
要
な
遺
物
と
と
も
に
、
楚
国
に
お
け
る
卜
筮
（
占

い
）
お
よ
び
祭
祷
（
儀
式
）
の
詳
細
を
記
録
し
た
卜
筮
祭
祷
簡
が
初
め
て
発
見
さ
れ
、
学
術
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
発
掘
報
告
書
お
よ
び
竹
簡
の
単
行

本
の
刊
行
は
遅
れ
た
が
、
望
山
楚
簡
の
学
術
的
価
値
は
一
貫
し
て
高
く
評
価
さ
れ
続
け
て
い
る
。
望
山
楚
簡
の
研
究
は
一
九
七
〇
年
代
末
に
始
ま
り
、
初
期
の

研
究
は
主
に
竹
簡
の
解
釈
お
よ
び
墓
葬
情
報
の
概
要
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
。
ま
た
、
墓
の
年
代
や
墓
主
の
身
分
に
関
す
る
議
論
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
一
九

九
〇
年
代
に
な
る
と
、
包
山
楚
簡
や
江
陵
天
星
観
竹
簡
な
ど
他
の
出
土
資
料
の
発
掘
お
よ
び
整
理
が
進
展
し
、
望
山
楚
簡
の
解
釈
お
よ
び
整
理
作
業
に
大
い
に

寄
与
し
た
。

卜
筮
祭
祷
簡
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
一
般
的
に
包
山
卜
筮
祭
祷
簡
が
基
準
と
さ
れ
る
。
包
山
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
卜
筮
祭
祷
簡
が
最
も
完
全
な
形
で
保

存
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
浅
原
達
郎
氏
が
「
望
山
一
号
墓
竹
簡
の
復
原
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
包
山
二
号
墓
の
卜
筮
祭
祷
記
録
簡
の
体
例
が

望
山
一
号
墓
で
も
そ
の
ま
ま
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
包
山
の
体
例
の
み
で
望
山
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

包
山
簡
の
み
が
完
全
な
姿
で
世
に
現
れ
た
た
め
、そ
の
完
全
性
だ
け
を
も
っ
て
他
の
不
完
全
な
卜
筮
祭
祷
簡
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。

た
だ
し
、
包
山
簡
は
他
の
卜
筮
祭
祷
簡
と
の
比
較
に
有
効
な
参
照
物
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
発
表
に
お
い
て
は
、
包
山
卜
筮
祭
祷
簡
と
比
較
し
、

望
山
と
の
共
通
点
を
整
理
し
た
上
で
、
異
な
る
点
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
こ
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
楚
国
の
祭
祀
文
化
の
多
様
性
と
独
自
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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随
州
孔
家
坡
漢
簡
『
日
書
』
に
お
け
る
数
術
家
的
特
徴
に
つ
い
て

何

松
延（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

随
州
孔
家
坡
漢
簡
『
日
書
』
は
、
二
○
○
○
年
頃
湖
北
省
随
州
一
帯
よ
り
出
土
し
た
景
帝
期
の
漢
墓
の
副
葬
品
で
あ
る
。
孔
家
坡
『
日
書
』
の
中
に
「
歳
」

篇
と
い
う
時
令
説
的
篇
章
が
あ
り
、
そ
の
前
半
部
分
は
中
国
地
形
の
「
西
高
東
低
」
の
状
況
を
背
景
と
し
て
、「
天
は
西
方
に
足
ら
ず
｣、「
地
は
東
方
に
足
ら

ず
」
よ
り
展
開
し
た
天
地
秩
序
の
再
建
や
四
時
・
五
行
の
形
成
を
語
る
生
成
論
的
内
容
で
あ
る
。
そ
の
後
半
部
分
は
前
半
の
天
地
構
造
に
基
づ
い
た
一
年
の
各

月
の
理
想
的
活
動
を
述
べ
て
い
る
。「
歳
」
篇
の
特
徴
と
し
て
、
四
時
が
天
地
生
成
の
最
終
段
階
に
出
現
し
、
春
と
夏
、
秋
と
冬
が
互
い
に
制
約
す
る
関
係
に

あ
り
、
四
時
に
配
当
さ
れ
た
十
二
支
で
土
行
に
属
す
る
丑
・
辰
・
未
・
戌
は
そ
れ
ぞ
れ
冬
・
春
・
夏
・
秋
の
土
と
し
て
相
対
の
季
節
の
忌
日
に
な
る
。
そ
う
い

っ
た
四
時
・
五
行
の
数
術
的
関
係
に
よ
っ
て
「
歳
」
篇
で
は
特
殊
な
時
令
説
を
設
け
て
い
る
。

「
歳
」
篇
の
内
容
に
対
し
て
、
戦
国
中
後
期
に
成
書
さ
れ
た
楚
地
の
長
沙
子
弾
庫
帛
書
で
は
天
地
の
構
造
上
の
不
足
に
よ
る
災
害
と
天
地
秩
序
の
再
建
を
記

載
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
創
世
か
ら
四
時
・
五
行
の
形
成
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
神
と
伝
説
的
人
物
が
主
導
的
地
位
に
あ
る
。
ま
た
『
淮
南
子
』
天
文
訓
で

は
、「
天
傾
地
斜
」
の
原
因
を
共
工
が
不
周
山
に
衝
突
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
が
、
天
地
の
生
成
と
四
時
の
運
行
に
は
一
貫
し
て
気
が
か
か
わ
っ
て
い
る
た

め
、
陰
陽
の
気
が
出
現
し
、
し
だ
い
に
四
時
の
気
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
。

従
っ
て
、
本
発
表
で
は
三
者
の
異
同
を
比
較
し
な
が
ら
、「
歳
｣篇
の
数
術
家
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
思
想
史
の
視
点
よ
り
そ
の
世
界
観
の
形
成
を
探
り
た

い
。
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「
若
魂
気
則
無
不
之
也
」
再
考
―
―
故
事
受
容
の
一
例
と
し
て

三
木

啓
介（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
修
了
）

礼
文
献
で
あ
る
『
礼
記
』
檀
弓
下
に
は
、
春
秋
呉
の
季
札
が
斉
か
ら
帰
国
す
る
道
す
が
ら
長
子
を
失
い
、
泰
山
付
近
に
あ
っ
た

と
博
の
間
で
そ
の
遺
体
を

葬
る
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
季
札
は
地
下
の
泉
に
届
か
な
い
ほ
ど
浅
い
穴
を
掘
り
、
墓
も
小
さ
い
薄
葬
を
も
っ
て
長
子
の
遺
骸
を
埋
葬
し
、

「
魂
気
の
若
き
は
則
ち
之
か
ざ
る
無
き
な
り
、
之
か
ざ
る
無
き
な
り
（
若
魂
気
則
無
不
之
也
、
無
不
之
也
）」
と
述
べ
、
孔
子
が
こ
れ
を
称
え
た
と
い
う
故
事

で
あ
る
。

こ
の
故
事
、
と
り
わ
け
季
札
の
「
若
魂
気
則
無
不
之
也
」
と
い
う
文
言
が
、
後
代
に
薄
葬
の
先
例
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
吉
川
忠
夫
に
先
論
が
あ
る
。

し
か
し
吉
川
氏
は
「
中
国
旅
行
記
に
こ
と
よ
せ
た
雑
感
」
と
本
人
が
述
べ
る
文
章
で
あ
る
た
め
か
、
後
漢
期
の
張
覇
と
梁
鴻
の
用
例
し
か
論
じ
て
い
な
い
。
い

っ
ぽ
う
、
張
承
宗
は
吉
川
氏
が
論
じ
た
張
覇
と
梁
鴻
だ
け
で
な
く
、
そ
の
検
討
対
象
を
六
朝
期
の
遺
言
書
に
ま
で
広
げ
、
さ
ら
に
南
北
朝
期
に
発
生
し
た
神
滅
・

神
不
滅
論
争
に
季
札
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
は
あ
く
ま
で
用
例
の
列
挙
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象
が
否
め
な

い
。本

発
表
で
は
、
前
述
し
た
先
行
研
究
の
驥
尾
に
付
し
つ
つ
、
六
朝
期
に
お
い
て
季
札
が
発
し
た
「
若
魂
気
則
無
不
之
」
の
用
例
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ

る
。
当
該
期
に
お
け
る
用
例
を
収
集
し
て
い
く
と
、
季
札
の
言
葉
が
多
様
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
吉
川
氏
は
後
漢
期
の
、
張

氏
は
六
朝
期
の
遺
言
書
に
お
け
る
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
た
が
、
同
じ
遺
言
書
で
あ
っ
て
も
「
若
魂
気
則
無
不
之
」
の
用
い
ら
れ
か
た
が
異
な
る
。
さ
ら
に
は
、

季
札
の
故
事
の
主
旨
か
ら
甚
だ
し
く
逸
脱
し
て
い
る
用
例
さ
え
あ
る
。

本
発
表
が
主
な
検
討
対
象
と
す
る
六
朝
期
は
、
相
次
ぐ
戦
乱
に
よ
り
死
が
身
近
に
な
り
、
ま
た
仏
教
が
流
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
魂
魄
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
季
札
の
「
魂
気
」
に
つ
い
て
の
文
言
を
六
朝
期
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
。
そ

の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
典
故
と
そ
の
受
容
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
発
表
者
な
り
の
視
座
を
示
し
た
い
。
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明
末
清
初
に
語
ら
れ
た
宋
の
遺
民
―
―
『
宋
遺
民
広
録
』
の
再
発
見
と
研
究

顧

嘉
晨（
東
京
大
学
大
学
院
）

明
末
清
初
は
、
い
わ
ば
宋
の
遺
民
に
対
す
る
「
発
掘
」
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
歴
史
上
、
国
が
滅
び
る
た
び
に
遺
民
は
昔
の
遺
民
に
共
鳴
し
、
そ
の
物
語
に

仮
託
し
て
、
自
身
の
思
い
を
語
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
宋
末
―
明
末
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、『
心
史
』、「
西
台
慟
哭
記
」
な
ど
の
再
版
と
共
に
、
明
の

遺
民
の
間
で
宋
の
遺
民
が
人
口
に
膾
炙
す
る
に
至
り
、
そ
の
思
想
も
数
多
く
継
承
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
宋
の
遺
民
の
存
在
は
、
後
の
明
の
遺
民
の
思
想
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
宋
の
遺
民
に
対
す
る
共
鳴
、
発
掘
に
関
す
る
代
表
的
な
動
き
の
一
つ
と
し
て
、
主
に
明
の
遺
民
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
『
宋
遺
民
広
録
』
な
ど
の
遺
民
録
が
急
速
に
普
及
し
て
い
き
、
宋
の
遺
民
に
関
す
る
考
察
、
認
知
度
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

『
宋
遺
民
広
録
』
は
、
宋
遺
民
の
事
績
を
記
録
し
た
も
の
で
、
そ
の
「
広
」
の
字
は
明
の
成
化
十
五
年
（
一
四
七
九
）
に
程
敏
政
が
著
し
た
『
宋
遺
民
録
』

を
「
広
め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
既
に
亡
佚
し
た
と
言
わ
れ
て
き
た
『
宋
遺
民
広
録
』
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
当
時
の
文
集
に
散
見
さ
れ
る

『
宋
遺
民
広
録
』
の
序
文
、
書
誌
情
報
に
ほ
と
ん
ど
頼
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
実
際
の
『
宋
遺
民
広
録
』
を
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
内
容

に
関
し
て
は
研
究
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
発
表
者
は
、
各
蔵
書
機
関
の
目
録
、
伝
世
史
料
文
献
を
調
べ
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、『
宋
遺
民
広
録
』
鈔
本
の
現
存
が
判
明
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
各
分
部
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
蔵
書
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
二
種
以
上

の
内
容
が
全
く
異
な
る
『
宋
遺
民
広
録
』
の
存
在
す
る
こ
と
も
確
定
で
き
た
。

本
研
究
は
、
主
に
文
献
学
的
な
方
法
を
通
じ
て
、
日
本
側
の
静
嘉
堂
文
庫
、
東
京
大
学
図
書
館
、
東
洋
文
庫
、
ま
た
中
国
側
の
山
東
省
図
書
館
、
蘇
州
図
書

館
、
上
海
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
漢
籍
の
史
料
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、『
宋
遺
民
広
録
』
を
中
心
と
す
る
明
末
清
初
に
お
け
る
宋
の
遺
民
に
対
す

る
発
掘
活
動
を
勘
案
し
な
が
ら
、
明
末
清
初
に
語
ら
れ
た
宋
の
遺
民
を
解
明
す
る
。
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劉
宋
の
貴
族
制
と
五
等
爵

渡
邉

義
浩（
早
稲
田
大
学
）

西
晉
「
儒
教
国
家
」
は
、
曹
魏
末
期
の
五
等
爵
制
の
施
行
を
契
機
に
、
皇
帝
と
の
近
接
性
を
含
め
た
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
を
形
成
し
た
。
東
晉

も
ま
た
五
等
爵
の
賜
与
を
続
け
、
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
が
形
成
さ
れ
た
が
、
西
晉
の
よ
う
に
皇
帝
と
の
近
接
性
を
爵
制
的
秩
序
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
皇
帝
が
自
ら
軍
事
を
指
揮
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
ま
た
戦
い
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
五
等
爵
が
濫
授
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

劉
宋
を
建
国
し
た
劉
裕
は
、
北
府
も
西
府
も
帝
室
に
掌
握
さ
せ
、
皇
帝
権
力
に
よ
る
軍
事
力
の
独
占
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
両
晉
を
継
承
し
て
五
等
爵
を
賜

与
し
、
現
在
判
明
す
る
限
り
で
百
四
十
七
名
が
受
爵
し
て
い
る
。
劉
宋
で
は
、
原
則
と
し
て
皇
帝
と
の
近
接
性
に
基
づ
い
た
賜
爵
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

両
晉
の
よ
う
に
五
等
爵
を
持
つ
こ
と
で
、
六
品
起
家
し
得
る
規
定
が
な
く
、
爵
位
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
貴
族
足
り
得
る
こ
と
は
な
い
。

か
つ
て
川
勝
義
雄
は
、
劉
裕
に
よ
り
貴
族
は
軍
権
を
喪
失
し
、
そ
れ
を
南
朝
貴
族
制
崩
壊
の
一
歩
と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
、
軍
事
的
功
績
に
よ
り
得
ら
れ

る
五
等
爵
と
九
品
中
正
制
度
と
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
っ
た
劉
宋
で
は
、
貴
族
の
軍
権
の
有
無
に
よ
り
、
貴
族
制
の
存
立
は
左
右
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
劉

宋
の
貴
族
は
、
何
を
存
立
基
盤
し
て
貴
族
足
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
皇
帝
権
力
は
、
軍
事
権
を
掌
握
し
、
五
等
爵
と
九
品
中
正
と
の
関
連
性
を
弱
体

化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
族
の
皇
帝
権
力
か
ら
の
自
律
性
を
打
破
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
報
告
は
、
劉
宋
に
お
け
る
五
等
爵
の
貴
族
制
と
の
関
わ
り
の

終
焉
を
踏
ま
え
て
、
貴
族
制
の
劉
宋
で
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
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「
世
界
人
権
宣
言
」
に
お
け
る
良
知

小
島

毅（
東
京
大
学
）

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
国
際
連
合
の
基
幹
的
文
書
の
ひ
と
つ
で
、
一
九
四
八
年
一
二
月
一
〇
日
の
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
宣
言
は
国
際
人
権
章
典
起
草

委
員
会
に
お
い
て
草
案
を
修
正
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
、
そ
の
委
員
は
安
保
理
事
会
常
任
理
事
国
五
つ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
チ
リ
・
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

宣
言
の
第
一
条
は
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と

を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
公
式
訳
）
で
あ
る
。
こ
の
第
二
文
に
つ
い
て

当
初
案
は
「
人
間
に
は
理
性
（
reason）
が
あ
る
」
と
だ
け
あ
っ
た
。
こ
れ
に
consienceを
追
加
す
る
よ
う
提
案
し
た
の
は
、
中
華
民
国
代
表
の
張
彭
春
で
あ

る
。
彼
は
欧
米
で
人
権
を
基
礎
づ
け
る
概
念
だ
っ
た
理
性
だ
け
で
は
不
十
分
で
、「
仁
」
を
併
記
し
て
補
完
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
議
論
の
過
程
で
良
知
の
英

訳
と
し
て
定
着
し
て
い
た
consienceに
代
替
修
正
す
る
。
つ
ま
り
日
本
語
訳
で
良
心
と
な
っ
て
い
る
語
は
、
元
来
は
良
知
で
あ
っ
た
。

中
国
で
は
近
年
張
彭
春
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
に
中
国
伝
統
思
想
の
理
念
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
い

政
治
的
意
図
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
風
潮
に
対
し
て
台
湾
の
劉
蔚
之
は
、
張
が
委
員
会
で
consienceが
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
思
想
で
あ
る
と
力
説

し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
中
国
で
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
解
釈
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

良
知
は
『
孟
子
』
に
見
え
る
語
で
あ
る
が
、
王
陽
明
の
致
良
知
説
に
よ
っ
て
重
要
概
念
と
な
っ
た
。
張
が
人
権
宣
言
の
起
草
に
携
わ
っ
て
い
た
の
は
国
共
内

戦
の
後
半
、
蒋
介
石
が
敗
色
濃
厚
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
だ
っ
た
。
蒋
介
石
は
陽
明
学
の
信
奉
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
張
が
良
知
を
人
権
の
基
礎
概
念
と
し
て

提
唱
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
は
関
与
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
で
は
張
に
よ
る
委
員
会
で
の
意
見
表
明
の
背
景
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
良
知
が
条
文
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
、
お
よ
び
そ
れ
を
中
国
の
研
究
者
た
ち
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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『
一
切
経
音
義
』
に
お
け
る
「
通
語
」

李

乃
琦（
名
古
屋
大
学
）

11
『
一
切
経
音
義
』
は
現
存
最
古
の
仏
典
音
義
で
あ
り
、
唐
代
の
僧
侶
で
あ
る
玄
応
に
よ
っ
て
、
六
六
〇
年
前
後
に
、
長
安
で
編
纂
さ
れ
た
。
ま
た
、
七
八
四

年
〜
八
〇
七
年
、
僧
慧
琳
が
玄
応
『
一
切
経
音
義
』（
以
下
、
玄
応
音
義
と
略
す
）
に
基
づ
き
、
全
百
巻
の
新
た
な
『
一
切
経
音
義
』（
以
下
、
慧
琳
音
義
と
略

す
）
を
編
纂
し
た
。
両
書
と
も
当
時
の
長
安
音
・
経
典
用
字
・
流
通
典
籍
な
ど
を
忠
実
に
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
盛
ん
に
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
一
切
経
音
義
に
登
場
す
る
全
て
の
専
門
用
語
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
通
語
」
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
、
は
っ
き
り
注
釈
を
せ
ず
に
、
曖
昧
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
一
例
を
挙
げ
る
。

〈
蜂
螫
〉

舒
赤
反
。『
説
文
』

行
毒
也
。
關
西
行
此
音
。
又
呼
各
反
、
山
東
行
此
音
。
蛆
、
知
列
反
。
東
西
通
語
也
。（
玄
応
音
義
巻
第
二
）

「
通
語
」
と
い
う
用
語
は
、
最
初
、
揚
雄
撰
『
方
言
』
に
見
ら
れ
る
。『
方
言
』
の
「
通
語
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
王
力
『
中
国
語
言
学
史
』、
周
祖
謨

『
方
言
校
箋
序
』
な
ど
は
、「
西
漢
に
限
定
さ
れ
な
い
全
地
域
の
共
通
語
」
と
論
じ
て
い
る
。
玄
応
音
義
と
慧
琳
音
義
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
計
十
九
例
と
三
十
四

例
の
「
通
語
」
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
揚
雄
撰
『
方
言
』
と
同
じ
く
、「
唐
代
に
限
定
さ
れ
な
い
全
地
域
の
共
通
語
」
と
も
理
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
揚
雄
撰
『
方
言
』
に
登
場
す
る
「
通
語
」
に
つ
い
て
、
ま
た
別
の
解
釈
が
提
案
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
玄
応
音
義
と
慧
琳
音
義
の
「
通

語
」
に
も
、
別
の
解
釈
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
玄
応
音
義
と
慧
琳
音
義
の
「
通
語
」
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
分
析
が
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ら
の
意
味
の
解
明

が
、
本
研
究
の
課
題
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
玄
応
音
義
と
慧
琳
音
義
に
見
ら
れ
る
「
通
語
」
を
検
討
対
象
と
し
、
以
下
の
問
題
を
論
じ
る
。

①
玄
応
音
義
と
慧
琳
音
義
は
い
ず
れ
も
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
。「
通
語
」
は
著
者
の
注
釈
か
、
或
い
は
前
代
の
文
献
か
ら
の
引
用
か
。

②
両
書
の
「
通
語
」
は
揚
雄
『
方
言
』
と
同
じ
く
、「
唐
代
に
限
定
さ
れ
な
い
全
地
域
の
共
通
語
」
の
こ
と
か
。

③
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
、「
通
語
」
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
か
。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
『
日
本
風
土
記
』
の
伝
写
と
解
読
―
―
日
本
語
語
彙
の
漢
語
音
訳
を
中
心
に

孫

楊
洋（
京
都
大
学
大
学
院
）

12
『
日
本
風
土
記
』
は
万
暦
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
刊
行
の
侯
継
高
『
全
浙
兵
制
考
』
に
附
載
さ
れ
、
日
本
の
歴
史
や
風
俗
な
ど
を
わ
た
り
詳
し
く
紹
介
す
る
、

い
わ
ゆ
る
倭
寇
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
日
本
語
の
発
音
を
漢
字
で
表
記
す
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
漢
字
表
記
か
ら
帰
納
さ
れ
る

字
音
体
系
が
浙
江
の
呉
語
に
基
づ
く
こ
と
は
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
人
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
書
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
中
晩
期
を
通
じ
て
、
日
本
の
知
識
人
に
も
そ
れ
は
広
く
読
ま
れ
、
伝
写

を
重
ね
て
い
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
現
存
す
る
諸
抄
本
に
は
、
漢
字
音
訳
語
の
傍
に
、
仮
名
で
日
本
語
の
原
語
を
書
き
込
む
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
知
識
人
は
『
日
本
風
土
記
』
に
見
え
る
特
徴
的
な
音
訳
漢
字
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
表
記
に
当
た
る
仮
名
の
解
読
も
試
み
た
こ
と
が
窺
え
る
。

な
か
で
も
、
自
ら
完
全
な
抄
本
を
作
っ
た
大
田
南
畝
は
、『
日
本
風
土
記
』
の
音
訳
漢
字
を
使
っ
て
和
歌
を
転
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
仮
名
と
漢
字

の
対
応
関
係
に
対
す
る
自
ら
の
分
析
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
そ
れ
ら
漢
字
表
記
が
基
づ
く
中
国
語
の
原
音
に
つ
い
て
留
意
し
た
知
識
人
も
い
た
。
新
井
白
石
は
そ
れ
が
「
中
華
正
音
」
で
は
な
い
こ
と
に
早
く
か

ら
気
付
い
て
い
た
が
、「
日
本
の
語
の
訓
を
付
候
は
、
皆
閩
中
の
音
」
と
判
断
し
て
い
る
。

十
八
世
紀
末
期
に
活
躍
し
た
大
邨

は
、
抄
録
本
の
『
日
本
風
土
記
』
に
見
え
る
殆
ど
全
て
の
音
訳
漢
字
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
唐
音
を
調
べ
た
上
で
、
自

ら
校
本
（
現
東
京
都
立
図
書
館
所
蔵
）
を
作
成
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
大
邨
が
注
し
た
唐
音
は
、
一
部
の
例
外
は
あ
り
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
呉

語
的
特
徴
を
反
映
す
る
岡
島
冠
山
『
唐
話
纂
要
』
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
現
存
す
る
諸
抄
本
に
対
す
る
調
査
に
基
づ
き
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
『
日
本
風
土
記
』
が
伝
写
さ
れ
た
経
緯
と
そ
こ
か
ら
窺
え
る
当

時
の
音
訳
漢
字
に
対
す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
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田
漢
の
創
作
理
念
の
形
成
に
お
け
る
大
正
文
壇
か
ら
の
影
響
―
―
初
期
劇
作
「
霊
光
」
を
中
心
に

閻

瑜
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

13
中
国
新
劇
運
動
の
先
駆
者
で
あ
る
田
漢
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
八
）
は
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
て
日
本
に
留
学
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
は
日

本
の
大
正
時
代
に
あ
た
る
。
留
学
中
、
田
漢
は
多
く
の
新
聞
や
書
籍
を
読
み
、
新
劇
や
映
画
を
頻
繁
に
鑑
賞
し
、
日
本
の
文
人
と
広
く
交
流
す
る
と
と
も
に
、

新
劇
の
創
作
と
公
演
を
始
め
た
。
田
漢
の
日
本
留
学
期
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
田
漢
研
究
は
主
に
そ
の
後
期
作
品
に

集
中
し
て
お
り
、
日
本
留
学
期
の
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
は
特
に
少
な
い
。
本
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
、
先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ

て
い
な
い
田
漢
初
期
の
劇
作
「
霊
光
」
に
焦
点
を
当
て
、
田
漢
が
大
正
時
代
の
日
本
文
学
や
外
国
文
学
か
ら
受
け
た
影
響
と
、
そ
の
影
響
が
彼
の
創
作
理
念
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。

一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
、
田
漢
の
新
劇
「
霊
光
」
が
有
楽
座
で
上
演
さ
れ
た
。「
霊
光
」
は
三
幕
構
成
で
、
主
人
公
の
顧
梅
 が
夢
の
中
で
悪
魔
に
連
れ

去
ら
れ
、
愛
す
る
人
の
裏
切
り
を
経
験
す
る
が
、
最
終
的
に
神
の
試
練
を
悟
り
、
人
生
の
使
命
を
果
た
す
決
意
を
す
る
物
語
で
あ
る
。
最
後
に
、
主
人
公
の
二

人
は
神
に
感
謝
し
、
悪
魔
の
試
練
に
打
ち
勝
つ
。

「
霊
光
」
は
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
構
造
と
物
語
を
借
用
し
て
お
り
、
当
初
は
「
女
フ
ァ
ウ
ス
ト
（
Fem
ale
Faust）」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
最
後
に
キ
リ
ス
ト
の
頭
上
に
光
が
差
す
場
面
か
ら
、
田
漢
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心

も
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
主
人
公
の
セ
リ
フ
に
は
、
身
体
の
苦
痛
は
医
学
で
救
え
る
が
、
精
神
的
な
飢
餓
は
文
学
や
芸
術
で
し
か
救
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
文
学
が
人
々
に
精
神
的
救
済
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
主
張
に
通
じ
て
い
る
。

本
報
告
は
、
田
漢
の
回
想
、
書
簡
、
論
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
、「
創
造
社
」
同
人
の
郭
沫
若
や
張
資
平
ら
の
同
時
代
の
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
、「
霊
光
」
に

お
け
る
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』、
キ
リ
ス
ト
教
や
ニ
ー
チ
ェ
の
要
素
を
考
察
し
、
田
漢
の
日
本
留
学
期
の
創
作
理
念
が
大
正
文
壇
か
ら
受
け
た
影
響
を
明
ら
か
に
す

る
。
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逸
脱
へ
の
憧
憬
―
―
『
臥
虎
蔵
龍
』
に
み
え
る
俠
女
の
抵
抗

孫

楚
珮（
神
戸
大
学
大
学
院
）

14
長
い
歴
史
を
持
つ
武
侠
小
説
は
様
々
な
侠
女
像
を
描
き
出
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
侠
の
世
界
は
基
本
的
に
男
性
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
男

性
優
位
な
江
湖
で
、
侠
女
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
、
家
父
長
制
と
既
定
の
秩
序
に
対
す
る
反
抗
の
意
味
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
起
こ
っ
た
武
侠
小
説
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
王
海
林
『
中
国
武
侠
小
説
史
略
』
は
、
圧
迫
さ
れ
て
い
た
民
衆
が
現
実

か
ら
救
っ
て
く
れ
る
俠
客
を
渇
望
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
男
女
を
問
わ
ず
「
俠
」
と
い
う
存
在
は
武
侠
小
説
で
勧
善
懲
悪
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
度
盧
が
『
臥
虎
蔵
龍
』
で
描
い
た
玉
嬌
龍
は
そ
の
よ
う
な
俠
客
で
は
な
か
っ
た
。

『
臥
虎
蔵
龍
』
は
王
度
盧
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
七
）
が
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
「
青
島
新
民
報
」
で
連
載
し
た
小
説
で
あ
る
。
江
湖
で
有
名

だ
っ
た
青
冥
剣
の
盗
難
事
件
か
ら
始
ま
り
、
剣
泥
棒
で
あ
る
玉
嬌
龍
の
物
語
を
引
き
出
す
。
玉
嬌
龍
は
勧
善
懲
悪
の
俠
客
ど
こ
ろ
か
、
最
初
か
ら
悪
人
と
し
て

登
場
す
る
。
王
度
盧
は
玉
嬌
龍
を
封
建
の
束
縛
か
ら
脱
す
る
勇
敢
な
反
抗
者
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
。
侠
女
の
身
分
は
最
初
か
ら
彼
女
に
反
抗
的
な
色
彩
を
帯

び
さ
せ
た
が
、
玉
嬌
龍
は
明
ら
か
に
勧
善
懲
悪
式
の
既
成
の
侠
女
よ
り
強
い
反
抗
精
神
を
持
っ
て
い
る
。
名
剣
を
盗
ん
だ
り
人
を
殺
し
た
り
放
火
し
た
り
す
る

玉
嬌
龍
は
家
父
長
制
だ
け
で
は
な
く
、
善
悪
の
秩
序
に
す
ら
反
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
抗
に
も
限
界
が
あ
る
。
玉
嬌
龍
は
縁
談
か
ら
逃
げ
て
江
湖
を
渡
り
歩
く
が
、
そ
の
姿
は
ノ
ラ
と
似
て
い
る
だ
ろ
う
。
魯
迅
は
家
出
し
た
ノ

ラ
は
堕
落
す
る
か
、
家
に
帰
る
か
し
か
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
玉
嬌
龍
の
場
合
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
女
は
自
分
を
二
回
殺
し
て
い
る
。
一
回
目
、

望
ま
な
い
結
婚
式
の
夜
、
玉
嬌
龍
は
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
家
出
し
た
。
し
か
し
、
病
気
の
母
親
を
心
配
し
て
家
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
騙
さ
れ
て
結
局
結
婚
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
。
二
回
目
は
、
自
分
の
し
で
か
し
た
悪
事
が
露
見
し
た
た
め
に
北
京
に
い
ら
れ
な
く
な
り
、
崖
か
ら
飛
び
降
り
て
死
ん
だ
こ
と
に
し
て
遠
く
へ

逃
げ
た
。
し
か
し
体
が
自
由
に
な
っ
て
も
、
彼
女
は
母
親
の
遺
言
に
従
い
、
家
門
を
汚
さ
ぬ
よ
う
盗
賊
だ
っ
た
過
去
を
も
つ
恋
人
と
別
れ
た
。
玉
嬌
龍
の
体
は

江
湖
を
闊
歩
し
た
が
、
精
神
は
最
後
ま
で
深
窓
の
令
嬢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
家
出
し
た
ノ
ラ
は
、
結
局
家
に
戻
っ
た
の
だ
。

王
度
盧
が
描
い
た
玉
嬌
龍
は
、
伝
統
的
な
侠
女
の
パ
タ
ー
ン
を
超
越
し
て
、
社
会
秩
序
に
反
抗
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
反
抗
は
結
局
中
途
半
端
な
ま
ま
に

終
わ
っ
た
。
本
報
告
は
、
こ
の
独
特
な
侠
女
に
注
目
し
、
彼
女
の
新
し
さ
と
反
抗
精
神
の
限
界
、
ま
た
、
そ
の
抵
抗
が
徹
底
的
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い

て
王
度
盧
の
経
験
の
面
か
ら
考
察
す
る
。
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一
九
三
八
年
武
漢
文
壇
「
旧
形
式
利
用
」
論
争
か
ら
見
る
日
中
左
翼
文
学
交
流

胡

勝（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

15
「
大
衆
化
」
は
一
貫
し
て
左
翼
文
学
者
の
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
。
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
一
九
三
八
年
、
中
国
文
壇
は
空
前
の
大
団
結
を
迎
え
、

「
中
華
全
国
文
芸
界
抗
敵
協
会
」
が
武
漢
で
結
成
し
、
抗
戦
宣
伝
の
た
め
の
大
衆
化
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
行
わ
れ
た
。
一
方
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
鹿
地
亘

（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
二
）
は
一
九
二
八
年
日
本
「
芸
術
大
衆
化
」
の
主
要
な
論
者
の
一
人
で
、
一
九
三
六
年
の
初
め
に
上
海
に
渡
り
、
最
晩
年
の
魯
迅
に
親

炙
し
、
上
海
の
左
翼
知
識
人
と
知
り
合
っ
た
。
一
九
三
八
年
、
鹿
地
亘
は
「
抗
日
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
求
心
力
に
よ
っ
て
集
結
し
て
き
た
中
国
の
知
識
人

た
ち
と
武
漢
で
会
合
し
、
武
漢
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、「
旧
形
式
利
用
」「
宣
伝
と
芸
術
」
な
ど
、「
大
衆
化
」
の
方
法
を
中
心
に
、
武
漢
文
壇

の
知
識
人
た
ち
と
論
争
を
行
な
っ
た
。

「
大
衆
化
」
を
め
ぐ
る
日
中
左
翼
文
学
交
流
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
、「
芸
術
運
動
当
面
の
緊
急
問
題
」（
一
九
二
八
）
等
の
蔵
原
惟
人
の

主
張
の
中
国
側
に
お
け
る
受
容
を
中
心
に
、
蔵
原
と
対
立
し
た
中
野
重
治
や
鹿
地
亘
の
主
張
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
論
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
三
〇
年

以
降
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
の
更
新
に
つ
れ
て
、
日
中
左
翼
知
識
人
の
理
論
の
間
に
生
じ
た
「
時
差
」
が
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
発
表
は
、
一
次
資
料
を
用
い
、
戦
前
日
中
文
壇
に
お
け
る
「
大
衆
化
」
問
題
に
関
す
る
討
論
を
整
理
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
「
時
差
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、

鹿
地
亘
が
武
漢
文
壇
に
も
た
ら
し
た
戦
前
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
「
大
衆
化
」
理
論
の
新
段
階
と
、
一
九
三
八
年
と
い
う
時
点
に
お
け
る
中
国
左
翼
知
識

人
の
「
大
衆
化
」
へ
の
理
解
と
を
比
較
す
る
。
そ
の
上
で
、
武
漢
文
壇
の
「
旧
形
式
利
用
」
論
争
を
日
中
左
翼
文
学
交
流
の
一
交
差
点
と
し
て
位
置
付
け
、
再

検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
左
連
の
「
大
衆
化
」
問
題
の
提
起
か
ら
一
九
四
二
年
「
文
芸
講
話
」
に
か
け
て
、「
旧
形
式
利
用
」
論
争
の
通
時
的
な
分

析
を
行
い
、
そ
の
中
国
文
学
史
上
の
意
義
を
再
考
し
た
い
。
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近
代
日
本
知
識
人
の
燈
謎
へ
の
ま
な
ざ
し
―
―
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
に

呉

修
喆（
九
州
大
学
）

16
「
燈
謎
」
は
本
来
、
宋
代
に
起
源
を
持
つ
「
燈
籠
に
掲
げ
ら
れ
た
謎
々
を
解
く
遊
芸
」
を
指
す
語
で
あ
っ
た
が
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
、
読
書
人
向

け
に
創
作
さ
れ
た
「
今
体
謎
」
の
流
行
お
よ
び
そ
の
批
評
で
あ
る
「
謎
話
」
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
次
第
に
「
技
巧
的
に
優
れ
、
精
緻
化
し
た
文
義
謎
（
漢
字
の

音
・
形
・
義
を
利
用
し
て
創
作
さ
れ
た
謎
）」
を
指
す
用
語
と
し
て
定
着
し
た
。

清
末
に
刊
行
さ
れ
た
毛
際
可
『
燈
謎
』、
費
源
『
玉
荷
隠
語
』
な
ど
の
今
体
謎
集
が
日
本
で
も
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
明
治
期
に
発
表
さ
れ
た
幾
つ
か
の

雑
誌
記
事
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
今
体
謎
が
中
国
現
地
で
流
行
し
て
い
た
様
子
は
、
清
国
留
学
生
に
よ
る
挿
絵
付
き
の
記
事
（
蘇
山
人
「
蘇
州
學
生

年
末
之
遊
戯
」『
世
事
画
報
』
一
八
九
八
年
）
で
日
本
の
読
者
に
紹
介
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
明
治
時
代
に
お
け
る
中
国
語
会
話
教
科
書
の
代
表
作
『
官
話

指
南
』（
呉
啓
太
・
鄭
永
邦
共
編
、
一
八
八
二
年
初
版
）
第
二
巻
第
四
〇
章
に
は
、
七
題
の
燈
謎
が
教
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
、
燈
謎
が
し
ば
し
ば
日
本
で
使
わ
れ
る
中
国
語
教
科
書
の
中
に
登
場
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
漢
学
・
中
国
学
に
造
詣
が
あ
る
近
代
日
本
知
識
人
に
と
っ
て
、
燈
謎
は
あ
く
ま
で
も
漢
籍
ま
た
は
教
科
書
で
ご
く
稀
に
触
れ
る
民
俗
文
化

の
一
種
で
し
か
な
く
、
同
時
代
の
中
国
に
お
い
て
、
そ
れ
が
謎
話
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
独
立
し
た
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
発
展
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
な
ど
、
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
、
よ
う
や
く
、
中
国
に
渡
っ
た
日
本
の
知
識
人
た
ち
が
自
ら
見
聞
し
た
燈
謎
作
品
と
そ
の
関
連
事

象
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
る
。

本
発
表
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
見
聞
に
基
づ
い
た
関
連
記
述
を
中
心
に
、
記
録
・
例
示
さ
れ
た
燈
謎
作
品
の
特
徴
や
出
典
な
ど
を
調
査
す
る
う
え
で
、
近

代
日
本
知
識
人
が
燈
謎
を
語
る
際
の
着
眼
点
に
つ
い
て
考
察
し
、
燈
謎
の
近
代
的
変
容
を
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
見
つ
め
な
お
す
。



大会会場案内図
【九段キャンパス周辺図】

※九段下駅か
らの道順につ
いては、下記
QRコードを
読み込むと、
動画を御覧頂
けます。

【九段キャンパス階層図】
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【会場見取図】

○第一会場（201）・第二会場（202）

○第三会場（401）・第四会場（403）
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託児所等についてのご案内

今大会では、設備の都合上、会場内に託児所の設置が難しい状況です。

そのため今回は近隣の託児サービス等をご利用頂き、利用費の補助という形

を取らせて頂きます。利用を希望される会員は下記の要領で、事前にお申し

込みとご手配をお願いします。

１．概要

・託児サービスについて

会場外の託児サービスを各会員ご自身でご手配、ご利用頂けるようご案内

させて頂きます。託児に係る費用は、開催校から利用料の補助金を支給致し

ます。詳細は下記の「２．お申し込み」をご覧ください。

「たくナビ」http://www.takuji-navi.com

（本サイトは一例です）

また、大会会場内にお子様同伴でご利用いただける休憩室を設けます。

休憩室は会員外の方も利用可能です。ただし、託児所等と異なり、事故等に

ついては大会開催校は責任を負いかねます。

・託児所利用補助金

近隣の託児所をご利用頂いた場合、会員に限り、１万円を上限として補助

金を支給いたします。補助を希望する場合は事前に下記フォームにてお申し

込みをお願い致します。

２．お申し込み

①申し込み

下記URLにアクセス頂き、フォームにてお申し込みください。大会参加費の

振り込みとは別になっておりますので、ご注意ください。

【託児所利用申し込みフォーム】

GoogleフォームURL https://forms.gle/DWWrvMM7cHcdPj9YA

申し込み期限は、９月２７日（金）までといたします。期限を過ぎてのお申し

込みや、事前にお申し込みがない場合の利用はできかねます。ご了承くださ

い。
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②補助金支給

大会当日に受付にて補助金を支給致します。

③領収書の提出

後日領収書を大会開催校に提出ください。送付先は下記の通りです。

日本中国学会第76回大会準備会

〒102-8336

東京都千代田区三番町6-16

二松学舎大学文学部中国文学科

牧角悦子研究室

３．問い合わせ先

大会準備会事務局：japansinology76@gmail.com

ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。
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【大会会場】
二松学舎大学 九段キャンパス

【アクセス】
○東京駅からのアクセス
「東京」駅から東京メトロ「大手町」駅まで徒歩約５分
東京メトロ東西線で「九段下」駅下車（乗車約５分）
「九段下」駅２番出口から徒歩約８分
※「九段下」駅からの道のりは、本要項67頁もご参照下さい。

○新宿駅からのアクセス
「新宿」駅から都営地下鉄新宿線で「市ヶ谷」駅下車（乗車約６分）
またはJR総武線各駅停車で「市ヶ谷」駅下車（乗車約10分）
「市ヶ谷」駅から徒歩15分
※JR総武線各駅停車利用の場合、「飯田橋」駅もご利用頂けます。
「飯田橋」駅西口下車、徒歩約15分

○渋谷駅からのアクセス
「渋谷」駅から東京メトロ半蔵門線で「半蔵門」駅下車（乗車約６分）
「半蔵門」駅５番出口から徒歩約10分




